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近
世
日
本
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識

―
禁
教
時
代
の
危
険
な
東
西
交
流
―

踊
　
　
　
共
　
二

は
じ
め
に

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
り
、
東
西
文
明
の
激
し
い
衝
突
と
融
合
を
誘
発
し
た
契
機
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
五
四
九
年
に
来
日
し

た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
の
活
動
で
あ
る
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
知
識
人
、
政
治
勢
力
、
そ
し

て
民
衆
は
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両
陣
営
に
分
か
れ
て
争
っ
て
お
り
、
随
所
で
流
血
の
戦
い
や
迫
害
事
件
を
引
き
起
こ
し
て

い
た
。
イ
ベ
リ
ア
半
島
や
イ
タ
リ
ア
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
改
革
に
危
機
感
を
抱
い
た
教

会
指
導
者
た
ち
は
教
義
の
明
確
化
と
制
度
の
改
革
を
試
み
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
開
か
れ
た
ト
レ
ン
ト
公
会
議
（
一
五
四
五
年

開
始
）
は
、
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
「
信
仰
の
み
」「
恩
恵
の
み
」「
聖
書
の
み
」
の
原
理
を
退
け
、
自
由
意

思
に
よ
る
人
間
の
「
善
き
業
」
の
必
要
性
や
聖
書
以
外
の
教
会
の
伝
承
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。
こ
の
公
会
議
を
機
に
有
能
な
聖
職
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者
の
養
成
と
カ
テ
キ
ズ
ム
（
教
理
問
答
）
に
よ
る
組
織
的
な
信
徒
教
育
の
導
入
も
進
ん
だ
。
ザ
ビ
エ
ル
の
属
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
は

一
五
四
〇
年
に
認
可
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
団
体
で
あ
り
、
宣
教
師
た
ち
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
抗
し
つ
つ
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界

に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広
め
る
熱
意
に
燃
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
や
ド
ミ
ニ
コ
会
も
独
自
の
布
教
活
動
に
と
り
く
ん
だ（

1
（

。

こ
う
し
て
一
六
世
紀
の
日
本
は
宗
教
改
革
と
カ
ト
リ
ッ
ク
改
革
と
い
う
世
界
史
事
件
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
世
日
本
の
宗
教
史
の
大
部
分
は
日
本
の
諸
宗
教
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
邂
逅
、
対
決
、
混
交
、
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

領
土
的
野
望
、
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
と
南
蛮
商
人
た
ち
の
追
放
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害
と
殉
教
、
反
乱
、
潜
伏
、
露
見
、
幕
末

に
お
け
る
復
活
と
再
布
教
な
ど
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
き
た
。
他
方
、
近
世
の
日
本
人
が
ど
の
程
度
「
宗
教
改
革
」
や
「
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
」
に
つ
い
て
認
識
し
、
反
応
し
て
い
た
の
か
、
体
系
的
に
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
。
一
九
世
紀
前
半
、
欧
米

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
に
お
け
る
信
仰
復
興
（
リ
バ
イ
バ
ル
）
の
情
熱
を
背
景
と
す
る
海
外
伝
道
の
う
ね
り
の
な
か
で
ロ
ン
ド
ン
伝

道
協
会
の
モ
リ
ソ
ン
や
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
中
国
を
訪
れ
、
そ
の
後
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
以
降
、
米
国
聖
公
会
の
リ
ギ
ン
ズ
や
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
、
米
国
長
老
教
会
の
ヘ
ボ
ン
、
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
ブ
ラ
ウ
ン
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
、
シ
モ
ン
ズ
、
バ
ラ
ら
が
開
国
後
の

日
本
に
上
陸
し
て
伝
道
を
行
い
、
佐
幕
開
国
派
の
士
族
や
知
識
人
、
商
人
や
農
民
、
そ
し
て
明
治
政
府
の
要
人
た
ち
を
感
化
す
る
過
程

は
多
く
の
歴
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
、
幾
多
の
書
籍
や
論
文
が
書
か
れ
て
い
る（

2
（

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
前
史
で
あ
る
禁
教
時
代
の

日
本
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
来
る
べ
き
時
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
歴
史
家
に
よ
る
散
発
的
な
言
及
の
ほ
か
、
掘
り
さ
げ
た
学
問
的
探
究
の
主
題
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は

そ
の
空
隙
を
埋
め
る
試
み
で
あ
り
、
近
世
日
本
を
舞
台
と
す
る
東
西
交
流
の
歴
史
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
で
捉
え
な
お
す

た
め
の
試
論
で
も
あ
る（

（
（

。
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一
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
戦
略
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
現
実
主
義

日
本
布
教
を
牽
引
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
は
、
布
教
地
に
お
い
て
神
学
的
対
立
や
異
端
的
教
説
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
。
た
と

え
ば
初
代
総
長
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
は
、
神
に
よ
る
人
間
の
救
い
の
「
予
定
」
を
信
じ
、
信
仰
と
恩
恵
の
重
要
性
を
認
め
て
い

た
も
の
の
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
善
業
の
軽
視
や
道
徳
的
弛
緩
を
恐
れ
、
そ
れ
ら
の
神
学
問
題
に
つ
い
て
「
多

く
を
語
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
指
示
を
『
霊
操
』（
一
五
四
八
年
初
版
）
に
記
し
て
い
た（

4
 （

。
一
五
九
七
年
に
巡
察
師
と
し
て
来
日

し
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
も
、
誤
っ
た
教
え
を
内
容
と
す
る
書
物
だ
け
で
な
く
異
端
を
「
論
駁
」
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

側
の
書
物
も
日
本
に
導
入
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
た（

（
（

。
イ
エ
ズ
ス
会
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
改
革
に
全
力
で
「
対
抗
」
し

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
し
た
大
小
の
教
区
の
奪
還
を
試
み
て
い
た
が
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
の
活
動
に

お
い
て
は
あ
た
か
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ど
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
論
争
の
余
地
の
な
い
「
正
し
い
教
義
」
を
伝
え
る

布
教
戦
略
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
五
八
七（
天
正
一
五
）年
、九
州
平
定
の
過
程
で
豊
臣
秀
吉
が
伴
天
連
追
放
令
を
出
し
て
以
後
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
は
困
難
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
が
一
六
一
二
（
慶
長
一
七
）
年
と
翌
年
に
禁
教
令
を
発
す
る
。
そ
の
理
由
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
布
教
が
「
日
本
征
服
」
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
断
つ
た
め
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
力
を
奪
っ
て
権
力
の
集
中
と
貿
易

の
独
占
を
進
め
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
幕
府
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
の
後
ろ
盾
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
も
宗

教
を
表
に
出
さ
な
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
を
貿
易
相
手
に
す
る
ほ
う
が
好
ま
し
い
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
一
六
三
七
（
寛
永
一
四
）
年
の
島
原
の
乱
の
後
、
幕
府
は
一
六
三
九
（
寛
永
一
六
）
年
に
つ
い
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
を
禁
じ
、

一
六
四
一
（
寛
永
一
八
）
年
に
は
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
の
出
島
（
直
轄
領
）
に
移
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
船
の
来
航
は
す
で
に
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一
六
二
四
（
寛
永
元
）
年
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
競
争
に
敗
れ
て

一
六
二
三
（
元
和
九
）
年
に
日
本
市
場
か
ら
撤
退
し
て
い
た
の
で
、
日
本
と
西
洋
世
界
と
の
交
易
は
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
が
行
う
こ
と
に
な

る（
（
（

。江
戸
幕
府
は
宗
門
改
、
五
人
組
制
度
、
絵
踏
み
（
踏
み
絵
）、
禁
書
な
ど
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
根
絶
を
は
か
っ
た
。
排
耶
書
や

通
俗
的
な
読
み
物
、
歌
舞
伎
な
ど
も
近
世
日
本
に
キ
リ
シ
タ
ン
邪
宗
門
観
を
広
め
る
の
に
役
立
っ
た（

7
（

。
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
幕
府
の

命
令
に
従
い
、
伝
道
だ
け
で
な
く
礼
拝
も
食
前
食
後
の
祈
り
も
行
わ
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
通
商
上
の
利
益
を
得
る
た
め
に
信
仰

を
表
に
出
さ
な
い
現
実
主
義
の
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る（

8
（

。
こ
の「
鎖
国
」の
時
代
、一
般
の
日
本
人
が
宗
教
改
革
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
為
政
者
と
知
識
人
の
一
部
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
に
関
し
て
け
っ
し
て
無
知
で
は
な
か
っ
た
。

二
、
辞
書
と
語
学
教
材

最
初
に
近
世
に
編
ま
れ
た
外
国
語
の
辞
書
の
な
か
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
宗
教
改
革
に
関
係
す
る
事
項
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る

か
を
確
か
め
て
み
た
い
。
縷
言
す
る
ま
で
も
な
く
外
国
語
辞
書
は
識
字
層
に
と
っ
て
異
文
化
・
異
宗
教
に
関
す
る
知
識
の
獲
得
に
不
可

欠
な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
の
辞
書
に
つ
い
て
短
く
述
べ
て
お
き
た
い
。
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
の
自
称
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
のChristão

に
由
来
す
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
あ
り
、
こ
の
語
は
も
ち
ろ
ん
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
区
別
し
て
い

な
い
。
宣
教
師
た
ち
も
書
き
物
を
残
す
と
き
に
はqirixitan

と
綴
っ
て
い
た（

9
（

。
た
だ
し
一
六
〇
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

『
日
葡
辞
書
』
に
こ
の
言
葉
は
出
て
こ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
に
分
派
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
は
な
い
。
た
だ
し
「
宗
」（X

ŭ

）「
宗
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門
」（X

ŭm
on

）「
宗
旨
」（X

ŭxi

）
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、Seita

やReligião

の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。Seita

は
分
派
（
セ
ク
ト
）

で
あ
り
、Religião

は
現
代
的
に
は
宗
教
（
レ
リ
ジ
ョ
ン
）
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
し
ば
し
ば
後
者
も
同
一
宗
教
内
の
分
派
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
近
代
的
な
意
味
で
の
諸
宗
教
の
「
総
称
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
宗
」
の
項
に
は
浄
土
宗
や

天
台
宗
が
例
示
さ
れ
、Seita cham

ada Iǒdǒ

（
浄
土
と
呼
ば
れ
る
宗
）
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
書
に
は
「
宗
派
」（X

ŭfa

）

の
語
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
訳
語
はD

iuisão de seitas, ou institutos differentes X
ufacu

（
宗
派
の
分
立
も
し
く
は
異
な

る
宗
派
の
諸
組
織
）
で
あ
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
宣
教
師
た
ち
が
日
本
人
の
宗
旨
な
い
し
宗
派
の
違
い
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
、
日
本
布
教
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
ど

う
し
の
競
争
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
正
教
会
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
と
の
争
い
を
語
ら
ず
と
も
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

『
日
葡
辞
書
』
と
同
時
期
（
一
六
〇
四
年
）
に
出
版
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』
は
「
宗

派
又
は
法
門
」
を
示
す
語
と
し
て
「
同
門
」（D

ǒm
on

）「
一
派
」（Ippa

）「
派
」（Fa

）「
会
下
」（Y

eca

）「
門
徒
」（M

ontǒ

）「
宗
」（X

ŭ, 

M
une

）
な
ど
を
挙
げ
、「
何
宗
で
ご
ざ
る
か
」（N

anixŭde gozaruca

）、「
同
門
の
宗
、
御
会
下
の
宗
で
ご
ざ
る
」（D

ǒm
onnoxŭ, 

goyecano xŭde gozaru

）
と
い
っ
た
会
話
例
を
掲
載
し
て
い
る（

（（
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
江
戸
時
代
に
は
「
宗
門
」「
宗
旨
」
な
ど
の

語
は
キ
リ
ス
ト
教
も
含
む
包
括
的
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
以
降
、
上
位
概
念
（
総
称
）
と
し
て
の
「
宗
教
」、

同
一
宗
教
内
の
分
派
を
表
す
下
位
概
念
と
し
て
の
「
宗
旨
」「
宗
門
」「
宗
派
」「
教
派
」
等
の
区
分
が
生
ま
れ
る（

（1
（

。
な
お
江
戸
時
代
の
「
宗

門
改
」
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
「
な
い
」
こ
と
を
証
明
す
る
手
続
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
事
実
上
の
「
宗
教
調
査
」
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
そ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

イ
ベ
リ
ア
半
島
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
の
後
に
は
、
職
業
的
に
オ
ラ
ン
ダ
人
を
相
手
に
す
る
通
詞
た
ち
が
字
引
（
単
語
帳
）

を
作
成
し
て
東
西
世
界
の
言
語
上
の
橋
渡
し
を
試
み
た
。
た
と
え
ば
一
七
世
紀
に
使
わ
れ
た
「
阿
蘭
陀
南
蛮
一
切
口
和
」
と
い
う
単
語
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帳
（
写
本
）
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
併
記
し
、
和
訳
を
つ
け
る
方
法
で
通
詞
た
ち
が
作
成
し
た
も
の
で
、
南

蛮
通
詞
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
へ
の
転
換
の
具
体
相
が
わ
か
る
史
料
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
心
」
に
対
応
す
る
の
は
「
コ
ラ
サ
ン
」（
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
）
と
「
ハ
ル
ト
」（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
で
あ
る
。
こ
の
単
語
帳
は
厳
し
い
禁
教
体
制
の
も
と
で
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

宗
教
ば
か
り
か
観
念
・
思
想
に
類
す
る
単
語
は
ま
っ
た
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
字
引
は
「
色
ノ
部
」「
道
具
ノ
名
部
」「
人
体
ノ
部
」

「
病
部
」
の
単
語
、
い
ろ
は
順
の
単
語
、「
油
之
部
」
の
単
語
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
実
用
な
い
し
実
学
を
旨
と
す
る
点
で
そ
の
後
の
蘭

学
の
あ
り
方
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
る（

（1
（

。
た
だ
し
通
詞
た
ち
が
学
習
の
た
め
に
原
書
で
読
ん
だ
と
さ
れ
る
少
年
少
女
用
の
『
ア
ベ

ブ
ッ
ク
』（A

-B Boek
）
は
、
国
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
入
門
書
で
も
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
の
初
版
は

失
わ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
一
八
世
紀
後
半
の
新
版
を
み
れ
ば
そ
の
内
容
は
推
測
で
き
る
。
た
と
え
ば
聖
書
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
。「
神
の
真
理
（D
ie Godlyke w

aarheden

）
は
書
物
の
な
か
の
書
物
す
な
わ
ち
聖
書
（BY

BEL

）
と
呼
ば
れ
る

書
物
に
明
快
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
あ
な
た
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
い
書
物
が
聖
書
（H

EILIGE 

SCH
RIFT

）
ま
た
は
神
の
言
葉
（GO

D
S W

O
O

RD

）
あ
る
い
は
神
の
啓
示
（GO

D
LY

K
E O

PEN
BA

A
RIN

G

）
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
学
び
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と（

（1
（

。
通
詞
た
ち
は
「
ア
ベ
ブ
ッ
ク
」
を
介
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
信
仰
世
界
を
垣
間
見
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
教
会
の
伝
承
と
儀
礼
を
重
ん
じ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な
る
「
聖
書
の
み
」
の

世
界
で
あ
る
。
禁
教
下
の
日
本
で
は
聖
書
や
教
義
書
を
所
持
す
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
通
詞
た
ち
は
語
学
の
教
材
に

よ
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
え
に
関
連
す
る
語
彙
も
習
得
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
吉
宗
の
時
代
に
実
学
が
奨
励
さ
れ
、
一
七
二
〇

（
享
保
五
）
年
に
漢
訳
洋
書
輸
入
の
禁
が
緩
め
ら
れ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
蘭
学
の
時
代
が
幕
を
開
け
る
。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
書
物
は
依

然
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
実
用
書
に
も
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
の
知
識
層
は
次

第
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
も
吸
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
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桂
川
甫
粲
（
多
く
の
蘭
学
者
を
輩
出
し
た
桂
川
家
の
四
代
目
甫
周
の
弟
）
が
編
集
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
（
カ
タ
カ
ナ
）
の
単
語
集
『
蛮

語
箋
』（
一
七
九
八
年
初
版
）
の
目
次
に
は
「
天
文
」「
地
理
」「
時
令
」「
身
体
」「
疾
病
」「
服
飾
」「
飲
食
」
な
ど
に
加
え
て
「
神
佛
」

の
部
が
見
え
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
「
此
條
姑
闕
」
と
注
記
さ
れ
、
実
際
に
宗
教
関
係
の
単
語
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
は
い
な
い
。「
人

倫
」
の
部
に
「
僧
」（
パ
ッ
プ
）
と
「
女
僧
」（
ノ
ン
ネ
）
が
あ
り
、「
宮
室
」
の
部
に
「
寺
」（
テ
ン
プ
ル
）
と
「
持
仏
堂
（
ホ
イ
ス
、

カ
ア
ペ
ル
）
が
あ
る
が
、
仏
教
に
引
き
寄
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
編
者
は
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
な
い
よ
う
に
神
経
を
と
が
ら
せ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
「
身
体
」
の
部
に
出
て
く
る
「
結
喉
」（
ア
ア
デ
ム
ス
、ア
ッ
プ
ル
）
は
創
世
記
の
ア
ダ
ム
に
由
来
す
る
が
、

編
者
も
役
人
も
知
ら
な
け
れ
ば
素
通
り
し
た
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

そ
の
前
年
（
寛
政
八
年
）
に
編
ま
れ
た
日
本
初
の
蘭
和
辞
典
『
波
留
麻
和
解
』（
江
戸
ハ
ル
マ
）
は
相
当
に
趣
が
異
な
る
。
こ
れ
を

上
梓
し
た
の
は
稲
村
三
伯
と
い
う
大
槻
玄
沢
の
門
人
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
は
注
目
す
べ
き
こ
と
に
「
神god

」
の
派
生
語
を
五
六
語
も

収
録
し
て
い
る（

（1
（

。
た
と
え
ばgodsdragt
と
い
う
単
語
は
「
羅
馬
ノ
法
教
ノ
事
」
と
説
明
さ
れ
、godsgeheim

enis

は
「
神
教
の
秘
訣
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
関
係
の
用
語
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。Protestant

が
立
項
さ
れ
、

「
リ
ユ
イ
ス
国
法
徒
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
リ
ユ
イ
ス
はLuthersch

（
ル
タ
ー
派
）
に
由
来
す
る
。『
波
留
麻
和
解
』
の
原

本
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』（
一
七
二
九
年
版
）
に
お
い
てProtestant

は
「
改
革
派
ま
た
は
ル
タ
ー
派
の

宗
教
」（Gereform

eerde of Luthersche Godsdienst
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
編
者
（
稲
村
三
伯
ら
）
の
知
識

に
は
限
界
が
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
意
味
す
るcatholijk

は
一
般
的
な
意
味
と
判
断
さ
れ
て
「
緫
ル
、
司
ル
」
と
訳
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ

の
公
認
宗
派
で
あ
る
改
革
派
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）
を
意
味
す
るgereform

eerd

は
「
故
ニ
復
シ
タ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
オ

ラ
ン
ダ
に
お
い
て
厳
格
な
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
に
反
対
し
た
レ
モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ト
派
を
意
味
す
るrem

onstrant

やde rem
onstranten

は
「
國
名
」
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
加
え
て
オ
ラ
ン
ダ
で
寛
容
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
再
洗
礼
派
の
支
流
メ
ノ
ナ
イ
ト
を
表
すm

enist

と
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m
ennonist

は
「
灌
身
シ
テ
名
ヲ
易
ル
人
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
ハ
ル
マ
の
原
本
に
は
「
メ
ノ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
教
徒
た
ち
」

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い（

1（
（

。
別
の
文
献
か
らD

oopsgezinde

（
洗
礼
派
）
と
い
う
別
名
を
知
り
、dopen

（
洗
礼
を
授
け
る
）
に
「
名

づ
け
る
」
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
だ
し
た
訳
語
で
あ
ろ
う
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
辞
書
はreligie

も
立
項
し
、「
神
ニ
事
ル
人
」

と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
原
本
に
お
い
てreligie

はGodsdienst

と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
直
訳
す
れ
ば
「
神
に

仕
え
る
こ
と
」（
宗
教
・
信
仰
・
礼
拝
）
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る（

11
（

。Religião

を
「
宗
門
」
や
「
宗
旨
」
と
訳
し
、
日
本
の
伝
統
宗
教

と
の
比
較
を
容
易
に
し
た
『
日
葡
辞
書
』
と
比
べ
れ
ば
『
波
留
麻
和
解
』
の
訳
語
は
直
訳
的
で
硬
質
で
あ
る
が
、
禁
教
の
精
神
的
桎
梏

か
ら
抜
け
出
し
、
海
外
の
異
質
な
文
化
を
深
く
知
ろ
う
と
す
る
近
世
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
探
求
心
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。一

八
三
三
（
天
保
四
）
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
が
長
崎
の
通
詞
た
ち
の
助
け
を
借
り
、『
波
留
麻
和
解
』

と
同
じ
原
本
を
用
い
て
『
道
訳
法
児
馬
』（
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
／
長
崎
ハ
ル
マ
）
を
作
成
す
る（

11
（

。
こ
の
辞
書
で
はcatholijk

は
立
項

さ
れ
て
な
い
。gereform

eerd

に
は
別
称
と
し
てhervorm

d

が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
訳
は
改
革
派
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）
で
は
な

く
「
支
配
さ
れ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方protestant

の
項
に
は
「
リ
ュ
テ
ル
或
は
ゲ
レ
ホ
ル
メ
ー
ル
ド
の
教
に
随
て
お
る
人
」
と

い
う
説
明
が
見
い
だ
せ
る
（
原
音
に
近
い
カ
タ
カ
ナ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
）。
宗
派
（
教
派
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
訳
で
あ
る
。
さ

ら
に
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
は
派
生
語
と
し
てprotestantsche godsdienst

を
挙
げ
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
」
と
訳
し
て
い
る
。

現
代
と
ま
っ
た
く
同
じ
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
。M

enist

（m
ennonist

）
は
「
メ
ン
ノ
ニ
ス
の
教
ヲ
受
ケ
ル
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。

Rem
onstrant

は
「
法
教
の
名
」
と
説
明
さ
れ
、
形
容
詞rem

onstrantsch 

は
「
レ
モ
ン
ス
タ
ラ
ン
ト
の
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
用
例
と
し
てrem

onstrantsche kerk

す
な
わ
ち
「
レ
モ
ン
ス
タ
ラ
ン
ト
の
ケ
ル
キ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ル
キ
は
現
代

で
は
教
会
と
訳
さ
れ
る
が
、
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
は
「
殿
堂
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
てreligie

に
は
「
法
教
」
の
訳
が
用
い
ら
れ
て
い
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る（
11
（

。
適
訳
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
の
訳
語
の
質
の
違
い
は
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
た
通
詞
た
ち
の
力
量
の
差
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る（

11
（

。

『
波
留
麻
和
解
』
や
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
に
出
て
く
る
訳
語
の
い
く
つ
か
は
、
や
が
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
為
政
者
た
ち

の
外
交
交
渉
や
知
識
人
た
ち
の
学
問
的
営
為
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
福
沢
諭
吉
が
大
坂
の
適
塾
で
一
部
し
か
な
い

ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
を
他
の
塾
生
た
ち
と
争
う
よ
う
に
し
て
読
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る（

11
（

。『
波
留
麻
和
解
』
や
ド
ゥ
ー

フ
・
ハ
ル
マ
は
、
正
確
さ
に
欠
け
る
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
禁
教
下
の
思
考
停
止
状
態
を
克
服
し
、
西
洋
の
宗
教
の
領
域
に
大
胆
に

足
を
踏
み
入
れ
て
い
た
。
い
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
語
る
こ
と
さ
え
憚
ら
れ
た
時
代
に
、
彼
ら
は
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
の
名
を

辞
書
に
残
し
た
の
で
あ
る（

11
（

。
な
お
、
も
し
も
『
波
留
麻
和
解
』
や
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
の
編
者
た
ち
が
後
述
す
る
一
八
世
紀
前
半
の
新

井
白
石
の
書
き
物
（
キ
リ
ス
ト
教
の
詳
し
い
分
析
ゆ
え
に
秘
匿
さ
れ
た
複
数
の
写
本
）
を
手
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
れ
ば
、
宗
教

に
関
す
る
記
述
は
も
っ
と
正
確
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

黒
船
が
来
航
し
て
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た
翌
年
す
な
わ
ち
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
作
成
が
始
ま
っ
た
大
庭
雪
斎
の
文
法
書

『
訳
和
蘭
文
語
』
は
、
時
代
を
反
映
し
て
か
、
き
わ
め
て
大
胆
で
あ
る
。「
マ
リ
ア
ノ
画
像
」（M

ariaas beeldtenis

）
や
「
ダ
ー
ヒ
ッ

ド
ノ
経
文
」（davids psalm

en

）、「
神
ノ
善
誠
ナ
ル
コ
ト
」（Gods regtvaadigheid

）、「
我
等
ノ
天
ノ
父
ノ
善
キ
慮
リ
」

（voorzienigheid van onzen hem
elschen V

ader
）
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
語
句
や
「
善
キ
親
ミ
ト
仁
恵
ア
ル
［
コ
ト
］

ト
神
ヲ
信
ス
ル
コ
ト
ト
ガ
一
和
セ
ル
和
蘭
人
ノ
徴
デ
ア
ル
」（Goede trouw

e, w
eldadigkeid, Godsvrucht zijn het kenm

erk 

van den echten H
ollander

）、「
神
ハ
造
物
主
デ
ア
リ
君
上
デ
ア
リ
及
ビ
法
則
者
デ
ア
ル
ソ
レ
故
ニ
ソ
ノ
神
ノ
命
令
ヲ
継
グ
コ
ト
ガ

ソ
レ
ガ
人
民
ノ
勤
デ
ア
ル
」（God is de Schepper opperheer en retgever van den m

ensch. H
et is derhalve de pligt 

van dezen, deszelfs bevelen op te volgen

）
と
い
っ
た
信
仰
の
あ
り
方
に
関
わ
る
例
文
を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
な
お
本
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書
は
一
八
二
二
年
刊
の
蘭
書
を
原
本
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
領
を
含
む
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
合
王
国
（
後
述
）
の
時

代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
マ
リ
ア
ノ
画
像
」
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
的
要
素
を
含
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
ほ
か
に
そ
う
し
た
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。
本
書
は
全
体
と
し
て
実
学
的
精
神
と
聖
書
的
な
い
し
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
理
念
を
融
合

さ
せ
た
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
編
者
の
雪
斎
は
佐
賀
藩
士
（
医
師
）
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
惹
か
れ
て
お
り
、
聖
書
翻

訳
に
熱
心
に
と
り
く
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
雪
斎
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
同
郷
の
大
隈
重
信
の
述
懐
に
よ
る（

11
（

。
そ
の
大
隈
は

佐
賀
の
藩
校
で
あ
る
致
遠
館
で
宣
教
師
フ
ル
ベ
ッ
キ
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
が
、
教
材
は
新
約
聖
書
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
で
あ
っ

た（
11
（

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
人
お
よ
び
彼
ら
の
書
物
に
学
ん
だ
江
戸
時
代
の
知
識
人
た
ち
の
精
神
の
遍
歴
は
、
明
治
時
代
の
ア

カ
デ
ミ
ア
や
政
界
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

三
、
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書

鎖
国
体
制
は
海
外
情
報
の
途
絶
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
逆
で
あ
り
、
為
政
者
た
ち
は
新
し
い
情
報
を
定
期
的
に
得
て
い
た
。

一
六
四
一
（
寛
永
一
八
）
年
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
先
頭
に
立
つ
江
戸
幕
府
総
目
付
・
宗
門
改
役
の
井
上
筑
後
守
政
重
が
出
島
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
に
対
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
動
向
を
中
心
と
し
て
諸
外
国
の
「
風
説
」（nieuw

s

）
を
オ
ラ
ン
ダ

船
の
長
崎
入
港
時
に
長
崎
奉
行
所
に
も
た
ら
す
よ
う
命
じ
、実
行
に
移
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
作
成
し
た「
風
説
書
」

は
た
だ
ち
に
江
戸
の
老
中
に
送
ら
れ
た
。
幕
府
は
こ
う
し
て
欧
州
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
情
報
を
（
商
館
長
が
偽

ら
な
い
限
り
）
か
な
り
正
確
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
風
説
書
の
提
出
は
幕
末
ま
で
続
き
、
蘭
学
の
興
隆
を
助
け
た
。
な
お
明
治
時
代

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
を
促
し
た
福
地
源
一
郎
は
か
つ
て
長
崎
の
通
詞
で
あ
っ
た（

1（
（

。
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風
説
書
は
秘
密
資
料
で
あ
っ
た
が
、
長
崎
の
通
詞
や
幕
府
の
役
人
の
手
で
漏
洩
・
伝
播
さ
れ
、
日
本
各
地
の
知
識
人
の
情
報
源
と
な
っ

た
。
風
説
書
の
内
容
を
和
文
・
蘭
文
の
両
方
で
精
読
す
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
一
六
四
九
（
慶
安
二
）
年
の
風
説
書
（
第
四
号
）
に
は
三
十
年
戦
争
後
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
こ
と

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 

我
等
が
異
端
者
と
し
て
（als ketters

）
叛
す
る
こ
と
を
望
ま
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
や
う
な
時
に
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
と
和
睦
す
る
事

は
我
等
に
と
つ
て
は
不
可
能
な
事
で
あ
つ
た
。
既
に
我
等
は
六
十
年
以
上
に
わ
た
り
彼
か
ら
苦
し
め
ら
れ
、
生
命
と
物
質
と
を
失

ひ
、
法
王
よ
り
破
門
さ
れ
、
地
獄
へ
送
ら
れ
（als verdoem

de in’s Paus ban gedaan en ter hellen gezonden

）、
法
王

の
免
罪
に
よ
り
約
束
さ
れ
て
、
唯
死
の
み
と
、
赫
々
た
る
イ
ス
パ
ニ
ヤ
國
が
我
等
と
の
講
和
を
切
望
す
る
た
め
に
、
こ
の
や
う
な

屈
辱
的
行
為
を
す
る
と
は
我
等
の
想
像
も
す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
所
で
あ
る（

11
（

。

こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ペ
イ
ン
の
争
い
が
宗
教
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
が
ど
の
よ

う
な
宗
教
を
奉
じ
て
い
る
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ
て
断
罪
・
破
門
さ
れ
た
「
異
端
者
」
だ
と
述
べ
て
お
り
、
能

動
的
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
信
仰
を
弁
証
す
る
記
述
は
な
い
。
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
の
風
説
書
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
事
件
と
し
て
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
へ
の
言
及
が
あ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
通
じ
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人

と
同
じ
宗
教
に
従
う
議
会
が
反
抗
し
、
国
王
を
処
刑
し
た
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る（

11
（

。
た
だ
し
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
か
改
革
派
と
い
っ

た
名
称
も
教
義
内
容
も
出
て
こ
な
い
。
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
自
国
の
宗
教
的
立
場
を
幕
府
に
詳
し
く
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
カ
ト

リ
ッ
ク
勢
力
の
横
暴
だ
け
を
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
宗
教
的
に
分
裂
し
、
そ
れ
が
戦
争
の
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原
因
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
江
戸
幕
府
に
認
識
さ
せ
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
の
風
説
書
に
は
ル
イ
一
四

世
時
代
の
ユ
グ
ノ
ー
迫
害
の
激
化
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
。

 

フ
ラ
ン
ス
國
の
民
阿
蘭
陀
同
宗
之
者
（die van onse religie

）
數
萬
御
座
候
處
に
、
バ
テ
レ
ン
宗
に
可
罷
成
候
、
於
無
左
者
、

家
財
を
取
上
、
曲
事
に
可
申
付
旨
、
制
札
を
立
申
候
に
付
、
此
段
承
、
缺
落
仕
候
處
に
、
其
者
共
を
と
ら
へ
、
拷
問
又
は
死
罪
に

行
ひ
申
候
に
付
、
大
勢
之
者
共
、
阿
蘭
陀
國
又
は
他
國
様
〻
缺
落
仕
候（

11
（

新
教
徒
へ
の
迫
害
の
激
し
さ
と
オ
ラ
ン
ダ
を
含
む
外
国
へ
の
亡
命
の
こ
と
が
や
や
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
迫
害
さ
れ
た
人
た
ち

の
信
仰
は
「
オ
ラ
ン
ダ
人
と
同
じ
」
と
し
か
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
変
化
が
見
え
る
の
は
一
六
八
九
（
元
禄
二
）
年
の
風
説
書
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
名
誉
革
命
前
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
復
活
の
動
き
と
新
教
徒
迫
害
の
状
況
が
つ
づ
ら

れ
て
い
る
。

 

エ
ゲ
レ
ス
國
の
守
護
［
…
］
バ
テ
レ
ン
共
を
家
老
に
取
立
、
古
來
の
家
老
役
人
共
を
追
下
げ
申
候
、
就
夫
、
國
中
の
者
共
、
バ
テ

レ
ン
宗
に
罷
成
申
候
様
に
と
申
付
候
得
共
、
承
引
不
在
、
段
〻
他
国
江
落
行
申
候
、
然
る
處
に
、
殘
る
國
中
の
者
共
ゟ
、
阿
蘭
陀

國
江
申
越
候
者
、
惣
國
中
バ
テ
レ
ン
宗
に
不
罷
成
候
は
ゞ
、
悉
く
打
殺
し
可
申
と
申
候
間
、
阿
蘭
陀
國
ゟ
加
勢
被
成
、
此
儀
靜
め

被
下
様
に
と
申
來
候
、
巨
細
者
阿
蘭
陀
エ
ゲ
レ
ス
は
同
宗

ニ
而

、
古
來
ゟ
互
に
和
順
、
何
國
ゟ
軍
仕
掛
候
共
、
加
勢
可
仕
と
約
束
仕（

11
（

こ
の
報
告
内
容
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
オ
ラ
ン
ダ
が
「
同
宗
」
で
あ
る
こ
と
、
相
互
に
助
け
合
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
戦
っ
て
い
る
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こ
と
を
述
べ
て
い
る
点
で
は
以
前
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
蘭
文
に
は
英
蘭
両
国
はGereform

eerde religie 

ま
た
は

religie Gereform
eert

す
な
わ
ち
「
改
革
派
の
信
仰
」（
英
語
で
表
現
す
れ
ばReform

ed religion

）
を
奉
じ
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
。

通
詞
は
そ
の
意
味
が
正
確
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
理
解
で
き
て
い
て
も
意
図
的
に
和
文
に
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
文
の
「
バ
テ
レ
ン
宗
」
の
原
語
は paapse religie

（
教
皇
派
の
信
仰
）
で
あ
る
。
こ
の
風
説
書
に
は
同
じ
時

期
に
フ
ラ
ン
ス
軍
が
「
ド
イ
チ
國
」
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
（Palts

）
に
攻
め
込
ん
だ
こ
と
（
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
）、
そ
し
て
攻
め
ら
れ

た
土
地
が
「
改
革
派
」
陣
営
に
属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
新
旧
両
派
の
対
立
と
衝
突

が
具
体
的
な
名
称
（
宗
派
名
）
を
伴
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
風
説
書
の
叙
述
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
み
て
と
れ
る
。
通
詞
は
翌
年
の
風

説
書
で
は
「
阿
蘭
陀
宗
旨
」
と
「
伴
天
連
宗
旨
」（
南
蠻
宗
旨
）
を
対
比
す
る
和
文
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

Gereform
eerde religie 

とpaapse religie

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
、
長
崎
奉
行
や
江
戸
の
老
中
に
も
わ
か
る
用
語

に
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

11
（

。

一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年
の
風
説
書
に
は
中
国
で
の
「
切
支
丹
宗
門
」（room

s-cattolyke religie

）
の
布
教
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

随
所
に
「
切
支
丹
寺
」
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る（

11
（

。
通
詞
は
古
い
用
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
蘭
文
は
「
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
表
現
で
あ
る
。
一
七
〇
一
（
元
禄
一
四
）
年
の
風
説
書
に
は
「
南
蠻
之
内
ロ
ウ
マ
と
申
所
」
に
「
邪

宗
門
之
師
」
が
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
阿
蘭
陀
」「
エ
ゲ
レ
ス
國
」「
ド
イ
チ
國
」

の
一
部
（
領
邦
）
や
「
フ
ラ
ン
ス
國
」
の
人
民
の
一
部
な
ど
が
奉
じ
る
宗
派
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
國
」「
イ
タ
リ

ヤ
國
」「
フ
ラ
ン
ス
國
」
の
「
邪
宗
門
」（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
と
が
厳
し
く
対
立
し
、
ア
ジ
ア
方
面
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
江
戸

時
代
の
為
政
者
た
ち
と
知
識
人
（
の
一
部
）
に
把
握
さ
せ
る
の
に
十
分
な
内
容
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
一
七
〇
八
（
宝
永
五
）
年
の
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
に
は
「
異
人
申
口
之
覺
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
異
人
は
「
イ
タ
リ
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ヤ
國
之
内
、
ロ
ウ
マ
之
者

ニ
而

御
座
候
、
名
は
ヨ
ワ
ン
・
バ
ツ
テ
ス
タ
・
シ
ロ
ウ
テ
と
申
候
、
歳
四
拾
壹
罷
成
申
候
」
と
述
べ
た
と
い

う（
11
（

。
こ
の
異
人
こ
そ
、
日
本
の
知
識
人
の
西
洋
認
識
に
新
た
な
地
平
を
も
た
ら
し
た
イ
タ
リ
ア
人
司
祭
、「
最
後
の
宣
教
師
」
と
呼
ば

れ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ
そ
の
人
で
あ
る
。
屋
久
島
に
上
陸
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、
江
戸
に
連
行
さ
れ
て
小
日

向
の
切
支
丹
屋
敷
に
収
監
さ
れ
た
シ
ド
ッ
チ
を
尋
問
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
六
代
将
軍
家
宣
に
仕
え
た
朱
子
学
者
、
新
井
白
石
で
あ

る
。

四
、
新
井
白
石
の
場
合

白
石
は
尋
問
の
過
程
で
シ
ド
ッ
チ
の
該
博
な
知
識
と
高
潔
な
人
格
に
感
化
さ
れ
て
西
洋
世
界
へ
の
関
心
を
深
め
、
一
七
二
五
（
享
保

一
〇
）
年
ご
ろ
に
『
西
洋
紀
聞
』
を
書
き
あ
げ
る
。
そ
れ
は
「
ヱ
ウ
ロ
パ
」「
ア
フ
リ
カ
」「
ア
ジ
ア
」「
ノ
ヲ
ル
ト
・
ア
メ
リ
カ
」「
ソ

イ
デ
・
ア
メ
リ
カ
」
か
ら
成
る
「
五
大
州
」
を
総
覧
す
る
世
界
地
理
書
で
あ
り
、キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
詳
述
し
つ
つ
「
マ
ア
ゴ
メ
タ
ン
」

（
回
回
教
）、
仏
教
、
儒
教
に
言
及
し
て
い
る
点
で
比
較
宗
教
論
の
書
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
書
物
は
シ
ド
ッ
チ
か
ら
聞
き
と
っ
た
内
容
に

加
え
、オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
、オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
や
通
詞
た
ち
の
談
話
、転
び
バ
テ
レ
ン
岡
本
三
右
衛
門
（
イ
タ
リ
ア
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
・
キ
ア
ラ
）
の
残
し
た
資
料
な
ど
も
用
い
て
書
か
れ
て
い
た（

1（
（

。

白
石
の
宗
教
認
識
は
注
目
に
価
す
る
。
ま
ず
彼
は
「
天
下
の
宗
と
す
る
所
の
教
法
三
つ
」（
世
界
の
三
大
宗
教
）
に
触
れ
、「
キ
リ
ス

テ
ヤ
ン
」（
キ
リ
シ
タ
ン
）
の
教
え
、
仏
教
を
含
む
異
教
「
ヘ
イ
デ
ン
」（
ゼ
ン
テ
イ
ラ
）
の
教
え
、
そ
し
て
「
マ
ア
ゴ
メ
ダ
ン
」
の
教

え
と
い
う
分
類
を
行
っ
て
い
る（

11
（

。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
詳
述
し
、
ま
ず
デ
ウ
ス
に
よ
る
「
天
地
万
物
」
創
造
の
過
程
す
な
わ

ち
「
諸
天
の
上
の
ハ
ラ
イ
ソ
」（
天
堂
）
と
「
無
量
無
数
の
ア
ン
ゼ
ル
ス
」
と
「
ア
ダ
ン
と
ヱ
ワ
」
の
誕
生
、
人
類
の
堕
罪
、「
ノ
ヱ
」
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の
大
洪
水
、「
モ
イ
セ
ス
」
の
「
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
」（
十
戒
）
に
つ
い
て
述
べ
、「
天
主
の
子
」
た
る
「
ヱ
イ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ス
」
の

降
誕
か
ら
「
磔
」
の
死
と
「
蘇
生
」
ま
で
の
出
来
事
、「
ヱ
イ
ズ
ス
」
を
ア
ダ
ン
・
ヱ
ワ
の
罪
の
贖
い
主
と
信
じ
る
「
キ
リ
ス
テ
ヤ
ン
」

た
ち
に
よ
る
「
天
守
の
教
え
」
の
拡
大
と
組
織
形
成
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（

11
（

。
そ
し
て
「
キ
リ
ス
テ
ア
ン
」
の
諸
宗
派
を
紹
介
し
、「
カ

ト
ー
リ
ク
ス
」
と
そ
こ
か
ら
出
て
別
に
「
法
」
を
た
て
た
種
々
の
「
エ
レ
ゼ
ス
」（
異
端
）
た
と
え
ば
「
ル
テ
ー
ル
ス
」「
ア
ル
リ
ヨ
」「
カ

ル
ピ
ノ
」「
マ
ニ
ケ
ヲ
」
を
挙
げ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
が
信
じ
て
い
る
の
は
「
ル
テ
ー
ル
ス
」
の
教
え
で
、
そ
の
名
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

で
は
「
ル
テ
ロ
」
と
い
う
と
の
解
説
も
加
え
て
い
る
。
た
だ
し
白
石
は
「
宗
教
改
革
」
に
明
示
的
に
言
及
し
て
は
い
な
い（

11
（

。

「
ル
テ
ー
ル
ス
」（
ル
タ
ー
）、「
ア
ル
リ
ヨ
」（
ア
リ
ウ
ス
派
）、「
カ
ル
ピ
ノ
」（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
）、「
マ
ニ
ケ
ヲ
」（
マ
ニ
教
）
の
並
べ

方
は
奇
妙
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
開
祖
へ
の
言
及
は
興
味
深
い
。
白
石
が
ル
タ
ー
派
の
「
異
端
」
に
注
目
す
る
の
は
そ
れ
が

オ
ラ
ン
ダ
人
の
宗
派
だ
か
ら
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
は
「
ヱ
ウ
ロ
パ
地
方
の
国
、
む
か
し
よ
り
、
其
貢
聘
の
絶
ざ
る
も
の
は
、
ひ
と
り
此

の
国
の
み
」
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
の
友
好
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
白
石
に
よ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
は
ス
ペ
イ
ン
の
過
酷
な
支
配
に
抗
す
る
八
〇

年
の
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、「
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
数
州
の
地
を
侵
し
取
り
て
、
国
す
で
に
富
み
、
兵
亦
強
く
、
今
に
至
て
は
、
ヱ
ウ
ロ

パ
一
方
の
強
国
」
で
あ
り
、「
其
侵
取
り
し
海
外
の
地
は
、
カ
ア
プ
ト
ボ
子
（
ネ
）
ス
ペ
イ
・
ゴ
ド
ロ
ー
ル
・
マ
ロ
カ
・
バ
タ
ア
ビ
ヤ
・

ノ
ー
ワ
ヲ
ヽ
ラ
ン
デ
ヤ
・
ゼ
イ
ラ
ン
等
」
で
あ
る（

11
（

。
白
石
は
明
ら
か
に
オ
ラ
ン
ダ
を
友
邦
と
見
な
し
つ
つ
、
海
外
の
地
を
侵
略
す
る
恐

ろ
し
い
西
洋
の
強
国
と
捉
え
て
い
た
。
そ
の
国
民
が
奉
じ
る
の
が
「
ル
テ
ー
ル
ス
」
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ル
テ
ー
ル
ス
」
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
同
義
で
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
は
実
際
に
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
を
公
認
宗
派
と
し
て
い
た
。
シ
ド
ッ
チ
の

取
調
べ
を
契
機
に
書
か
れ
た
白
石
の
別
の
著
作
『
采
覧
異
言
』（
世
界
地
理
書
）
に
も
同
じ
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
天

主
（
デ
ウ
ス
）
を
信
じ
る
も
の
の
諸
国
と
は
異
な
る
「
ル
テ
イ
ル
ス
」
の
徒
で
あ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
み
れ
ば
「
和
蘭
之
法
」（
オ

ラ
ン
ダ
の
宗
教
）
に
従
う
者
は
「
妖
賊
」「
邪
徒
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
強
国
の
民
の
宗
教
が
気
に
な
る
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
開
国
期
の
日
本
の
知
識
人
の
多
く
は
米

英
を
筆
頭
と
す
る
列
強
の
先
進
的
技
術
だ
け
で
な
く
そ
れ
ら
の
国
々
の
「
文
明
」
に
、ま
た
そ
の
基
盤
で
あ
る
（
と
目
さ
れ
て
い
た
）「
高

次
の
宗
教
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
関
心
を
寄
せ
る
が
、
江
戸
中
期
の
白
石
に
と
っ
て
ル
テ
ー

ル
ス
（
ル
テ
イ
ル
ス
）
の
教
え
は
邪
宗
門
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
か
ら
出
た
別
の
邪
教
に
見
え
て
い
た
。
シ
ド
ッ
チ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
嫌

い
も
白
石
に
影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
シ
ド
ッ
チ
は
白
石
に
よ
る
取
調
べ
の
さ
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
は
日
本
侵
略
の
意
図
な
ど
な
い
こ
と
を
強
調
し
、「
今
代

に
至
て
、
我
法
を
禁
ぜ
ら
れ
し
は
、
初
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
人
、
我
教
を
以
て
、
世
を
乱
り
国
を
奪
ふ
の
事
也
と
告
申
せ
し
に
よ
れ
る
也
」
と

述
べ
、「
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
の
ル
テ
イ
ル
ス
」
の
ほ
う
こ
そ
「
地
を
侵
し
、
国
を
奪
ひ
し
事
、
世
々
に
絶
ず
」
と
非
難
し
た
。
し
か
し
同
時

に
シ
ド
ッ
チ
は
「
人
の
国
を
誤
る
も
の
、
其
教
に
は
よ
る
べ
か
ら
ず
。
た
ゞ
そ
の
人
に
よ
れ
る
也
」
と
も
語
り
、
宗
教
そ
れ
自
体
に
非

は
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た（

11
（

。
白
石
は
長
い
取
調
べ
の
な
か
で
シ
ド
ッ
チ
の
人
柄
と
学
識
に
心
を
動
か
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
侵
略

行
為
の
関
係
に
関
す
る
従
来
の
幕
府
の
認
識
を
改
め
る
必
要
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。

白
石
は
シ
ド
ッ
チ
と
の
出
会
い
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
に
関
す
る
知
見
を
新
た
に
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
西
洋
諸
国
の
な
か
で
幕
府
が
認
め

る
唯
一
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
に
よ
る
布
教
と
侵
略
行
為
に
関
す
る
情
報
（
風
説
）
の
発
信
元
で
あ
っ
た
が
、
い

ま
や
「
世
界
に
く
ら
ぶ
る
も
の
な
き
大
国
」
に
成
長
し
て
お
り
「
某
、
本
国
を
出
て
日
本
に
来
る
と
て
海
中
に
て
ヲ
ヲ
ラ
ン
デ
ヤ
の
戦

艦
を
見
し
に
、そ
の
高
く
大
な
る
事
大
山
の
ご
と
し
」
と
い
っ
た
感
嘆
と
警
戒
心
の
入
り
混
じ
っ
た
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
西

洋
紀
聞
』
の
完
成
前
に
書
か
れ
た
「
ヨ
ハ
ン
バ
ツ
テ
イ
ス
タ
物
語
」
の
一
節
で
あ
る（

11
（

。
白
石
は
、
そ
れ
か
ら
百
年
以
上
た
っ
た
開
国
期

に
日
本
人
が
「
黒
船
」
に
圧
倒
さ
れ
た
の
と
同
じ
戦
慄
を
覚
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
白
石
の
比
較
宗
教
論
に
短
く
触
れ
て
お
こ
う
。
白
石
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を
荒
唐
無
稽
と
み
な
し
、
そ
も
そ
も
神
が
ア
ダ
ム
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と
エ
ヴ
ァ
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
人
間
の
罪
を
贖
う
た
め
に
「
三
千
余
年
」
も
た
っ
て
か
ら
イ
エ
ス
を
こ
の
世
に
遣
わ
し
た
と
い
う
の

は
「
嬰
児
の
語
」
の
よ
う
に
思
え
る
と
述
べ
て
い
る
が
、他
方
で
「
今
ヱ
イ
ズ
ス
が
法
を
き
く
に
、造
像
あ
り
、受
戒
あ
り
、灌
頂
あ
り
、

誦
経
あ
り
、
念
珠
あ
り
、
天
堂
地
獄
・
輪
廻
応
報
の
説
あ
る
こ
と
、
仏
氏
の
言
に
相
似
ず
と
い
う
こ
と
な
く
」
と
も
論
じ
て
い
る（

11
（

。「
輪

廻
応
報
」
に
つ
い
て
は
誤
解
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
い
だ
に
儀
礼
と
教
義
の
類
似
を
見
て
い
る
点
は
注
目

に
価
す
る
。
白
石
は
「
邪
宗
門
」
を
全
否
定
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る（

11
（

。
さ
ら
に
留
意
し
た
い
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
相
違
に
触
れ
た
記
述
も
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
白
石
は
シ
ド
ッ
チ
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
「
尸
」
が

イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
あ
り
、
そ
れ
は
「
古
の
神
僧
」
の
場
合
と
同
じ
く
「
な
お
い
け
る
人
の
ご
と
し
」
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
あ
き
れ
果
て

て
オ
ラ
ン
ダ
人
（
お
そ
ら
く
出
島
の
商
館
長
か
商
館
員
）
に
質
問
し
た
ら
「
必
是
薬
物
の
し
か
ら
し
む
る
也
」
と
答
え
て
薬
草
や
香
油

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
ま
た
シ
ド
ッ
チ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は「
符
呪
等
の
法
」が
あ
り
、自
分
自
身
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で「
奇

怪
の
事
」
が
起
こ
っ
た
と
き
に
「
符
を
あ
た
へ
て
」
こ
れ
を
防
い
だ
経
験
が
あ
り
、
今
こ
こ
で
も
そ
の
術
を
使
え
る
と
白
石
に
説
明
し

た
が
、白
石
は
「
ヨ
ヤ
ン
も
し
鬼
を
役
す
る
の
術
あ
ら
む
に
は
、み
づ
か
ら
獄
中
に
苦
し
む
事
を
、ま
ぬ
か
る
ゝ
に
は
し
く
べ
か
ら
ず
や
」

と
述
べ
て
笑
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
オ
ラ
ン
ダ
人
に
尋
ね
る
と
、
次
の
よ
う
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
た
と
さ
れ
る
。

 

ヱ
ウ
ロ
パ
地
方
、
彼
ノ
教
を
尊
信
す
る
所
に
は
、
か
な
ら
ず
木
を
以
て
ク
ル
ス
作
り
て
、
閭
門
に
た
つ
。
ま
た
ク
ル
ス
を
小
し
く

作
り
て
、
各
家
の
上
に
立
つ
。
ま
た
ア
ン
ニ
エ
ス
と
い
ひ
て
、
白
蠟
に
て
羊
子
の
類
の
も
の
ゝ
、
右
の
手
に
、
ク
ル
ス
か
き
し
旌

も
ち
し
を
、
造
り
て
、
常
に
身
に
し
た
が
へ
、
ま
た
凡
そ
人
に
遇
ふ
に
、
右
手
の
大
指
を
以
て
、
ク
ル
ス
を
、
己
が
額
と
唇
と
胸

と
に
し
る
す
、
こ
れ
天
雷
・
鬼
神
、
諸
の
災
難
を
、
ま
ぬ
か
る
べ
き
の
法
也
と
い
ふ（

1（
（
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こ
こ
で
い
う
「
彼
ノ
法
」
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
り
、
白
石
と
情
報
交
換
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域

に
見
ら
れ
る
十
字
架
や
ア
グ
ヌ
ス
・
デ
イ
（
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
）
の
護
符
の
こ
と
や
魔
除
け
・
災
難
除
け
の
た
め
に
十
字
を
切
る
慣
習

の
こ
と
を
詳
し
く
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
白
石
は
期
せ
ず
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
宗
派
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
宗
教
実

践
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
し
白
石
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
・
儀
礼
・
習
俗
を
も
っ
と
詳
し
く
知
っ
た
と
す

れ
ば
、
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
評
価
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
白
石
は
仏
教
や
民
間
の
宗
教
実
践
に
距
離
を

置
く
儒
学
者
で
あ
り
、
抽
象
的
レ
ベ
ル
で
「
天
」
や
「
天
命
」
や
「
理
」
を
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
白
石
の

議
論
に
は
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
認
識
の
黎
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
采
覧
異
言
』
に
も
オ
ラ
ン
ダ
の
「
ル
テ
イ
ル
ス
」
の
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
書
物
の
な
か
で
白
石
は

オ
ラ
ン
ダ
の
服
飾
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
論
じ
、
結
婚
式
の
や
り
方
に
も
触
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
結
婚
式
は
「
テ
ン
ブ
ル
」

と
い
う
「
神
祠
」（
教
会
）
に
お
い
て
「
プ
レ
イ
デ
カ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
「
祝
師
」（
牧
師
）
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
違
っ
て
聖
職
者
を
バ
テ
レ
ン
（
パ
ー
ド
レ
）
で
は
な
く
プ
レ
デ
ィ
カ
ン
ト
（predikant

）

と
呼
ぶ
こ
と
に
言
及
し
た
の
は
、
宗
派
の
違
い
が
用
語
の
面
に
も
表
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

幕
府
に
対
す
る
白
石
の
報
告
は
や
が
て
近
世
日
本
の
文
化
政
策
に
変
化
を
起
こ
さ
せ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
洋
書
の
禁
が
緩
め

ら
れ
、
蘭
学
（
洋
学
）
の
開
花
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
一
八
〇
二
（
享
和
二
）
年
に
蘭
学
者
、
山
村
才
助
が
数
多
く
の
洋
書
、
漢
籍
、

辞
書
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
編
集
し
た
『
訂
正
増
訳
采
覧
異
言
』
に
は
、
白
石
の
原
文
と
と
も
に
才
助
の
詳
細
な
解
説
（
補
遺
）
が
記
さ

れ
て
い
る
。
上
述
の
オ
ラ
ン
ダ
に
関
す
る
記
述
は
「
巻
四
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
関
す
る
新
し
い
解

説
は
な
い（

11
（

。
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
紹
介
と
分
析
は
「
蘭
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
偉
人
、
白
石
に
委
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
白
石
を
凌
駕

す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
紹
介
は
宣
教
師
た
ち
が
来
日
す
る
幕
末
・
明
治
初
期
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ア
メ
リ
カ
か
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ら
来
た
宣
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
一
八
六
五
年
に
白
石
の
『
西
洋
紀
聞
』
を
英
訳
し
た
が
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
の
知
識
人
の
西
洋
理
解

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め
、
海
外
の
同
僚
た
ち
に
示
す
た
め
で
あ
っ
た（

11
（

。
ブ
ラ
ウ
ン
は
オ

ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
で
あ
り
、
白
石
の
こ
と
は
交
流
の
あ
っ
た
通
詞
や
洋
学
者
か
ら
聞
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、『
西
洋
紀
聞
』
は
江
戸
の
古
書
店
で
入
手
し
た
と
い
う（

11
（

。
な
お
ブ
ラ
ウ
ン
は
シ
ド
ッ
チ
が
尋
問
を
受
け
た
と
さ
れ
る
場
所
（
小

日
向
の
キ
リ
シ
タ
ン
坂
）
も
訪
問
し
て
い
る（

11
（

。
こ
う
し
て
江
戸
時
代
の
碩
学
の
残
し
た
西
洋
論
が
今
度
は
西
洋
人
に
よ
っ
て
日
本
人
の

西
洋
観
・
キ
リ
ス
ト
教
理
解
そ
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識
を
知
る
た
め
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
外
国
人
・
為
政
者
・
知
識
人

前
述
の
と
お
り
新
井
白
石
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
か
な
り
の
情
報
を
得
て
い
た
。
商
館
長
ら
の
江
戸
参
府
の
機
会
な
ど
を
利
用

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
商
館
に
勤
務
し
た
外
国
人
や
船
員
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
情
報
を
長
崎
奉
行
や
江
戸

の
老
中
た
ち
に
、
そ
し
て
将
軍
に
も
た
ら
し
て
い
た
か
を
検
証
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て
近
世
日
本
の
知
識
人
た
ち
（
と
り
わ
け
蘭
学
者

た
ち
）
が
ど
の
よ
う
に
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
っ
た
か
を
確
か
め
て
み
た
い
。
ま
ず
は
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ

リ
ス
が
家
康
か
ら
朱
印
状
を
得
て
通
商
を
始
め
た
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
検
討
し
た
い
。
最
初
は
一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）
年
に
オ
ラ
ン
ダ

船
リ
ー
フ
デ
号
の
豊
後
漂
着
に
よ
っ
て
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
（
三
浦
按
針
）
で
あ
る
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
海
賊
と
呼
ん
で
処
刑
を
求
め
る
な
か
、
ア
ダ
ム
ス
は
家
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
、
日
本
征
服
の
疑

い
の
あ
る
南
蛮
人
と
は
異
な
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
立
場
を
説
明
し
た
。
ア
ダ
ム
ス
は
妻
に
宛
て
た
手
紙
（
一
六
一
一
年
ご
ろ
）
に
、
家
康

か
ら
「
我
国
は
戦
争
せ
る
や
否
を
尋
ね
ら
れ
た
れ
ば
、
予
は
然
り
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ
人
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
戦
う
も
、
他
の
諸
国
民
と
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は
親
交
せ
り
」
と
答
え
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
「
予
は
何
を
信
ず
る
や
と
問
わ
れ
し
か
ば
、
予
は
天
地
を
造
り
給
へ
る
神
な
り
」
と

返
答
し
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
来
日
の
目
的
は
あ
く
ま
で
通
商
で
あ
る
と
ア
ダ
ム
ス
は
述
べ
、
世
界
情
勢
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
情
、

船
の
積
荷
の
説
明
を
詳
し
く
行
う
う
ち
に
次
第
に
家
康
の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。
家
康
は
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
に
も
争
い
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
遠
ざ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
南
蛮
人
の
敵
を
味
方
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
家
康
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
に
つ
い
て
深
い
知
識
を
得
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
で
も
家
康
を
は
じ
め
日
本
の
為
政
者
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
キ
リ
ス
ト

教
を
表
に
出
す
こ
と
を
自
粛
す
る
実
務
的
な
人
々
だ
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
、
平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ

ク
ス
は
、
松
浦
鎮
信
か
ら
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ロ
ス
の
十
字
の
旗
を
陸
上
で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
と
き
、
ア
ダ
ム
ス

に
相
談
し
て
表
面
上
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
事
を
荒
だ
て
な
い
こ
と
に
し
た（

11
（

。

と
こ
ろ
で
コ
ッ
ク
ス
は
、
一
六
〇
四
年
ご
ろ
に
浦
賀
で
起
き
た
興
味
深
い
事
件
に
関
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
大
蔵
大
臣
秘
書
官
ト
マ
ス
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
詳
し
い
報
告
を
書
き
送
っ
て
い
る
（
一
六
一
四
年
一
二
月
）。
そ
れ
は
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
が
試
み
た
「
奇
跡
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
フ
ア
ン
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
と
い
う
名
の
こ
の
修
道
士
は
ア
ダ
ム
ス
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
「
異
端
者
」
た
ち
を
カ
ト
リ
ッ

ク
に
改
宗
さ
せ
る
べ
く
、
信
仰
の
力
で
水
上
を
歩
く
奇
跡
を
見
せ
よ
う
と
提
案
し
た
と
い
う
。
ア
ダ
ム
ス
は
奇
跡
の
時
代
は
す
で
に
終

わ
っ
て
お
り
現
在
に
お
い
て
奇
跡
だ
と
言
わ
れ
る
事
象
は
み
な
虚
構
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
は
奇
跡
を
実

行
す
る
と
宣
言
し
、
数
千
人
の
見
物
人
の
前
で
海
中
に
入
っ
た
。
結
果
は
失
敗
で
あ
り
、
溺
れ
か
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
は
オ
ラ
ン

ダ
人
に
助
け
ら
れ
た
。
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
は
「
奇
跡
商
」（a m

iracle-m
onger/ o m

ilagreiro

）
と
渾
名
さ
れ
て
い
た
と
い

う（
11
（

。
こ
の
出
来
事
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
の
あ
り
方
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
お
り
、そ
れ
が
多
く
の
人
々

に
目
撃
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
注
意
深
い
観
察
者
で
あ
れ
ば
、
㆒
般
の
日
本
人
で
あ
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
宗
派
の

違
い
に
気
が
つ
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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次
に
検
討
し
た
い
の
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
関
係
者
が
残
し
た
日
記
や
書
簡
で
あ
る
。
ま
ず
平
戸
時
代
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
商
館
長

た
ち
は
し
ば
し
ば
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を
日
記
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
は
思
い
の
ほ
か
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
へ
の

同
情
が
読
み
と
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
嫌
い
、
ス
ペ
イ
ン
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
策
略
を
非
難
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
も
、
無
抵

抗
の
日
本
人
信
徒
た
ち
が
残
酷
に
処
刑
さ
れ
る
の
を
喜
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
コ
ル
ネ
リ
ス
・

フ
ァ
ン
・
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
の
部
下
ピ
ー
テ
ル
・
ム
イ
ゼ
ル
は
一
六
二
八
年
九
月
、
火
刑
が
決
ま
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
神
が
「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
全
き
信
仰
を
与
え
」「
真
の
信
仰
を
以
て
そ
の
魂
を
神
に
捧
げ
る
」
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
ム
イ
ゼ
ル
は
「
我
々

自
身
の
惨
め
な
状
態
」（
行
動
の
監
視
と
宗
教
的
制
限
）
に
「
圧
倒
」
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
残
虐
な
扱
い
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
す
る
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
け
れ
ど
も
「
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
記
し
て
い
る（

1（
（

。
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
商

業
に
お
い
て
は
大
胆
で
あ
っ
て
も
宗
教
に
関
し
て
は
息
を
ひ
そ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
台
湾
で
の
日
蘭
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
来
日

し
た
ウ
ィ
ル
レ
ム
・
ヤ
ン
セ
ン
（
特
使
）
は
、
一
六
三
二
年
に
フ
ァ
ン
・
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
に
宛
て
た
書
簡
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
神
は
我
々
へ
の
怒
り
を
柔
ら
げ
、
我
々
を
苦
し
め
て
い
る
理
由
を
火
に
投
入
れ
、
我
々
一
同
を
こ
の
野
蛮
人
の
手
か
ら
解
放
す
る
だ

ろ
う
」
と
。「
野
蛮
人
」
と
は
日
本
の
役
人
の
こ
と
で
あ
る
。
万
事
は
神
の
意
志
で
起
き
て
い
る
と
い
う
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
的
な
信
仰
の

表
現
に
注
目
し
た
い
。
平
戸
の
商
館
長
の
書
簡
に
も
「
神
の
意
志
な
ら
」
と
い
う
表
現
が
頻
出
す
る（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
人
を
苦
し
め
た
長
崎

代
官
に
し
て
貿
易
商
、
末
次
平
蔵
が
獄
死
し
た
一
六
三
〇
（
寛
永
七
）
年
、
フ
ァ
ン
・
ナ
イ
エ
ン
ロ
ー
デ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
呪
わ
れ
た
魂
は
、
神
を
恐
れ
ぬ
平
蔵
か
ら
抜
け
出
し
た
。
既
に
約
二
、三
ヵ
月
前
に
彼
の
理
性
は
失
わ
れ
た
の
で
、
鉄
の
柵
の
中
に
閉

込
め
ら
れ
、狂
気
の
う
ち
に
死
ん
だ
。そ
し
て
全
能
の
神
の
大
き
な
罰
を
受
け
た
。上
下
合
わ
せ
て
数
千
人
の
人
々
が
彼
の
死
を
喜
ん
だ
」

と（
11
（

。
平
蔵
は
元
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
信
仰
を
棄
て
て
か
ら
は
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
先
頭
に
立
ち
、
か
つ
オ
ラ
ン
ダ
人
を
抑
圧
し

な
が
ら
経
済
的
利
益
を
得
て
い
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
的
に
は
平
蔵
の
魂
は
呪
い
（
の
予
定
）
を
受
け
て
お
り
、
彼
の
惨
め
な
死
は
神
意



武蔵大学人文学会雑誌　第 54 巻第 2号

（（8）2（1

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
仰
を
奉
じ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
長
や
そ
の
部
下
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
宗
教
に
つ
い
て

日
本
人
（
と
り
わ
け
為
政
者
た
ち
）
に
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
商
務
員
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
が

一
六
三
五
年
に
生
糸
の
取
引
の
こ
と
で
長
崎
代
官
平
蔵
（
二
代
目
）
に
呼
ば
れ
た
さ
い
、
平
蔵
か
ら
「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
は
な
い
か
、
貴
下
達
は
、
父
、
子
、
聖
霊
な
ど
の
名
を
讃
え
る
の
か
」
と
尋
ね
ら
れ
て
「
そ
う
だ
」
と
答
え
る
と
、「
こ
れ
は
あ
や

し
い
。
こ
の
た
め
に
貴
下
は
汚
れ
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
瀆
神
の
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
た
と
当
時
の
商
館
長
ニ
コ
ラ
ス
・

ク
ー
ケ
バ
ッ
ケ
ル
が
日
記
に
記
し
て
い
る
。
カ
ロ
ン
は
日
本
で
貿
易
を
行
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
て
「
信
仰
を
捨
て
、
改
宗
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
命
じ
た
ら
彼
ら
は
従
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
質
問
も
受
け
た
が
、「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」「
日
本
や
世
界
の
ど
の
国

の
た
め
に
も
、こ
の
様
な
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
」と
答
え
た
と
い
う（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
信
仰
に
つ
い
て
沈
黙
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
の
カ
ロ
ン
は
正
々
堂
々
と
し
て
い
た
。
け
っ
き
ょ
く
日
本
の
為
政
者
た
ち
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
も
非
カ
ト
リ
ッ

ク
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
も
棄
教
を
強
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
、
信
仰
を
「
秘
匿
」
さ
せ
る
政
策
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

一
六
三
七
（
寛
永
一
四
）
年
に
起
き
た
島
原
の
乱
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
試
金
石
で
あ
っ
た（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
長
崎
奉
行
に
鎮

圧
へ
の
協
力
を
申
し
出
、
大
砲
や
火
薬
を
提
供
す
る
と
同
時
に
艦
船
を
送
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
揆
軍
へ
の
砲
撃
を
行
わ
せ
た
。
か
く

し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
も
敵
は
容
赦
し
な
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
た（

11
（

。
江
戸
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
警
戒
を
強
め
、
一
六
三
九
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
止
す
る（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
そ
れ
は
利
益
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
が
ゆ
え
の
監
視
と
統
制
を
受
け
つ
づ
け
た
。
商
館
長
に
な
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
カ
ロ
ン
は
一
六
四
〇
年
の
夏
に
平
戸
藩
主
（
松
浦
鎮
信
）
に
呼
び
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
通
商
と
日
常
生
活
の
両
面
に
お
い

て
秩
序
を
保
つ
よ
う
に
念
を
押
さ
れ
、「
教
え
を
弘
め
な
い
点
で
違
っ
て
は
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。
キ
リ
シ
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タ
ン
の
た
め
に
ガ
レ
オ
ッ
ト
船
の
人
々
は
、
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
既
に
四
十
年
以
上
日
本
に

住
ん
で
い
る
が
、
そ
の
様
な
行
動
は
言
う
に
及
ば
ず
、
こ
れ
を
決
し
て
考
え
た
こ
と
も
な
い
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
我
々
が

何
回
か
こ
れ
を
述
べ
、
最
高
の
閣
老
に
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
烈
し
い
執
拗
な
戦
い
に
よ
り
、
法
王
の
教
義
（
こ
れ
は
虚
偽
を
含
ん
で

お
り
、
我
々
の
教
義
と
矛
盾
す
る
）
か
ら
分
離
し
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
を
証
明
出
来
よ
う
」
と
カ
ロ
ン
は
答
え
た
。
カ
ロ
ン
は
こ
こ

で
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
（
八
十
年
戦
争
）
に
触
れ
、
そ
れ
が
宗
教
的
対
立
に
起
因
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
平
戸
藩
主
は
こ
れ
に

対
し
、「
私
も
最
高
の
閣
老
も
、
こ
れ
を
知
り
、
日
本
国
は
貴
下
に
取
引
と
交
通
を
開
い
た
ま
ま
で
い
る
」
と
応
じ
た
と
い
う（

11
（

。

日
本
の
為
政
者
た
ち
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
異
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
共
通
性
を
指
摘
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
を

苦
し
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
平
戸
の
商
館
の
倉
庫
が
城
塞
の
よ
う
に
造
ら
れ
、
破
風
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
と
西
暦
（
キ
リ
ス
ト
紀
元
）
が
刻
ん
で
あ
る
の
を
見
つ
け
た
幕
府
の
特
使
、
井
上
政
重
は
一
六
四
〇
年
一
一
月
に
カ
ロ
ン

を
呼
び
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
貴
下
は
日
曜
を
守
り
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
年
を
我
々
の
国
の
一
般
の
人
々
か
ら
見
え
る
貴
下
の
家

の
前
の
破
風
に
書
い
て
い
る
。
十
戒
、
主
の
祈
り
、
洗
礼
、
晩
餐
礼
、
旧
新
約
聖
書
、
モ
ー
ゼ
、
予
言
者
、
使
徒
な
ど
を
信
じ
て
い
る
。

特
に
一
見
し
た
所
、
こ
の
両
者
に
見
ら
れ
る
違
い
を
、
我
々
は
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。
貴
下
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
は
以
前
か

ら
知
っ
て
い
た
が
、
別
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
皇
帝
［
将
軍
家
光
］
は
、
私
に
、
上
記
の
年
号
の
入
っ
て
い
る
貴
下

の
住
居
を
、
一
つ
も
例
外
な
し
に
取
壊
さ
せ
る
様
、
命
令
し
た
。［
…
］
貴
下
が
日
曜
を
公
け
に
守
る
こ
と
は
許
さ
な
い
」
と
。
井
上

は
抵
抗
を
予
想
し
て
い
た
が
、
カ
ロ
ン
は
す
べ
て
の
命
令
を
受
け
入
れ
、
倉
庫
の
解
体
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
オ
ラ
ン
ダ
人
の
信
頼

は
高
ま
っ
て
い
っ
た（

11
（

。
井
上
政
重
は
カ
ロ
ン
の
対
応
に
驚
い
た
と
さ
れ
、
歴
史
家
た
ち
は
カ
ロ
ン
の
「
冷
静
さ
」
を
評
価
し
て
い
る（

11
（

。

し
か
し
カ
ロ
ン
個
人
の
賢
明
さ
を
強
調
す
る
の
は
一
面
的
で
あ
る
。
彼
の
判
断
の
背
景
に
あ
っ
た
近
世
オ
ラ
ン
ダ
の
宗
教
事
情
を
指
摘

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
諸
州
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派（
改
革
派
）を
特
権
的
な
公
認
宗
派
と
し
な
が
ら
実
際
上
は
カ
ト
リ
ッ
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ク
教
徒
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
再
洗
礼
派
（
メ
ノ
ナ
イ
ト
）
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
信
仰
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
彼
ら
は
公
然

と
教
会
堂
や
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
建
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
住
宅
の
内
部
で
礼
拝
を
行
う
こ
と
し
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
私
的

空
間
を
利
用
し
た
「
隠
し
教
会 schuilkerk

」
で
の
宗
教
の
実
践
は
黙
許
の
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
る（

1（
（

。
な
お
カ
ロ
ン
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
（
ユ
グ
ノ
ー
）
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
亡
命
を
経
験
し
て
お
り
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
生
き

る
術
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
体
制
派
で
過
酷
な
異
端
審
問
を
実
施
し
て
い
た
イ
ベ
リ
ア
半
島
諸
国
出

身
の
商
人
た
ち
は
そ
う
で
は
な
く
、
井
上
政
重
は
彼
ら
の
傲
慢
か
つ
反
抗
的
態
度
と
カ
ロ
ン
の
従
順
さ
の
あ
ま
り
の
違
い
に
喜
び
さ
え

隠
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
カ
ロ
ン
や
そ
の
仲
間
た
ち
は
信
仰
を
表
に
出
さ
な
い
打
算
的
な
商
人
だ
っ
た
と
言
う

よ
り
信
仰
の
（
秘
め
た
）
守
り
方
を
知
っ
て
い
た
と
言
う
ほ
う
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
現
実
主
義
は
け
っ
し
て
宗
教
の
軽
視

を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
カ
ロ
ン
は
離
任
後
の
一
六
四
五
年
に
小
冊
子
『
日
本
大
王
国
志
』
を
出
版
す
る
。
こ
の
書
物
は
一
八

世
紀
前
半
に
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』
が
出
る
ま
で
も
っ
と
も
正
確
な
日
本
情
報
と
目
さ
れ
、
多
く
の
読
者
を
得
た
。
そ
こ
に
は
拷
問

と
火
刑
を
い
く
ら
繰
り
返
し
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
を
固
く
守
り
、
そ
の
数
は
減
っ
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
お
り
、
宗
派
を
超
え
て

キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
を
擁
護
す
る
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
。
カ
ロ
ン
の
日
本
人
妻
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
結
婚
後

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
仰
を
受
け
入
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
一
人
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
牧
師
と
な
り
、
ア
ン
ボ

イ
ナ
で
伝
道
に
従
事
し
た（

11
（

。

と
こ
ろ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
け
っ
き
ょ
く
一
六
四
一
（
寛
永
一
八
）
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
追
放
さ
れ
て
空
地
に
な
っ
て
い
た
長

崎
の
出
島
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
所
で
も
宗
教
を
め
ぐ
る
確
執
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
密
航
し
て
く
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
非
難
し
、
か
の
国
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
い
る
し
宣
教
師
も
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
船
に
乗
っ
て
商
館
に
も
潜
入
し
て
い
る
と
役
人
に
告
げ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
官
憲
は
十
字
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架
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
貨
幣
が
見
つ
か
っ
た
ら
船
は
焼
か
れ
る
と
警
告
し
、
そ
う
し
た
禁
制
品
は
入
港
前
に
火
中
に
投
じ
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
た
。
長
崎
の
住
民
の
な
か
に
は
聖
人
像
を
刻
ん
だ
ペ
ニ
ン
グ
（
ペ
ニ
ヒ
）
貨
を
密
か
に
所
持
し
て
い
た
た
め
に
獄
に
つ
な
が

れ
る
者
も
い
た（

11
（

。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
定
期
的
に
江
戸
参
府
を
行
い
、
進
物
を
た
ず
さ
え
て
将
軍
に
謁
見
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
行

事
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
文
化
や
宗
教
に
関
す
る
将
軍
や
幕
閣
と
の
質
疑
応
答
を
伴
っ
て
い
た
。
一
六
四
三
年
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い

や
り
と
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 

問 

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
同
じ
く
一
の
神
と
子
と
聖
霊
を
信
じ
、
同
じ
男
女
聖
徒
を
崇
拝
し
、
會
堂
に
祭
る
か
、
ま
た
パ
ー
デ
レ
の
宗
派
は

あ
る
か
。
答 

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
と
同
じ
く
唯
一
の
神
を
信
ず
る
が
、
彼
我
の
間
に
は
天
則
と
暗
黒
と
の
差
が
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
像
も
男
女
聖
徒
も
崇
拝
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
。
大
都
市
に
は
教
師
ま
た
は
説
教
師
六
名
乃
至
八
名
が
い
る
が
、
彼

ら
に
は
商
人
同
様
妻
子
が
あ
る
。
ロ
ー
マ
教
で
は
禁
ず
る
が
、
誰
で
も
聖
書
そ
の
他
神
聖
な
書
物
を
閲
讀
し
所
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
パ
ー
デ
レ
は
我
が
国
で
は
見
ら
れ
ぬ（

11
（

。

こ
の
質
疑
か
ら
は
、
江
戸
幕
府
が
か
な
り
詳
し
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
宗
派
は
唯
一
の

神
お
よ
び
三
位
一
体
を
信
じ
る
点
で
カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
じ
だ
が
、
聖
人
（
聖
画
像
）
崇
拝
を
退
け
、
聖
職
者
に
妻
帯
を
許
し
、
一
般
信

徒
に
聖
書
を
持
た
せ
て
い
る
と
の
情
報
は
、
そ
の
後
も
た
び
た
び
再
確
認
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
日
本
の
為
政
者
た
ち
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認

識
は
オ
ラ
ン
ダ
仕
込
み
で
あ
り
、
お
お
む
ね
正
確
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
オ
ラ
ン
ダ
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
パ
ー
デ
レ
」
は
い

な
い
と
い
う
の
は
商
館
長
の
偽
り
で
あ
る
。
な
お
オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
キ
リ
ス
ト
関
係
の
書
籍
の
持
ち
込
み
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
洋
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書
や
漢
籍
に
は
キ
リ
ス
ト
関
係
の
情
報
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
も
の
も
あ
っ
た（

11
（

。

商
館
員
と
使
用
人
（
日
本
人
）
に
よ
る
日
曜
礼
拝
が
平
戸
の
商
館
閉
鎖
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
商
館
で
の
礼
拝

や
祈
祷
は
禁
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た（

11
（

。
た
だ
し
日
本
の
統
治
者
た
ち
は
内
面
の
信
仰
と
私
的
礼
拝

を
禁
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
六
四
二
年
に
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
幕
閣
に
提
出
予
定
の
オ
ラ
ン
ダ
側
の

書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
世
話
を
す
る
乙
名
と
通
詞
が
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
礼
拝
を
禁
じ
た
の
は
、
日
本
人
の
眼

前
で
公
然
と
す
る
こ
と
で
、心
中
で
は
何
時
で
も
で
き
る
の
に
、禁
じ
ら
れ
た
と
記
し
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
」
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、

商
館
長
は
「
我
ら
の
神
を
心
中
で
拝
む
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
我
ら
は
食
卓
に
つ
い
た
時
、
そ
の
他
静
か

に
祈
祷
し
て
も
処
罰
さ
れ
ぬ
こ
と
を
望
む
。
我
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ
ア
人
と
は
全
く
違
う
。
そ

れ
ゆ
え
今
日
も
彼
ら
と
戦
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
よ
う
に
日
本
人
を
信
仰
に
引
入
れ
た
こ
と
も
、
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も

な
い
」
と
答
え
た
。
け
っ
き
ょ
く
こ
の
や
り
と
り
も
記
録
し
て
長
崎
奉
行
に
知
ら
せ
、
そ
の
上
で
江
戸
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
や
り
と
り
の
さ
い
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
葬
儀
の
こ
と
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
側
は
死
者
が
出
た
と
き
に
そ
の
遺
体
を

海
中
に
投
じ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
陸
上
の
埋
葬
地
の
指
定
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
側
は
こ
れ
に
対
し

て
遺
体
は
「
焼
く
こ
と
も
、
船
で
持
帰
る
こ
と
も
自
由
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る（

11
（

。

江
戸
幕
府
が
禁
じ
た
の
は
公
然
た
る
儀
式
で
あ
り
、「
心
中
」
の
礼
拝
で
は
な
か
っ
た
が
、
食
前
食
後
の
「
黙
祷
」
の
よ
う
に
、
線

引
き
が
難
し
い
場
合
も
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
可
能
な
限
り
「
心
中
」
の
礼
拝
と
み
な
せ
る
宗
教
的
実
践
の
範
囲
を
広
げ
よ
う

と
努
力
し
て
い
た
。
冬
至
の
祭
に
偽
装
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
い
（
オ
ラ
ン
ダ
冬
至
）
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
色
を
薄
め
て
日
本
人

を
巻
き
込
む
行
事
も
生
ま
れ
た（

11
（

。

宗
教
活
動
と
世
俗
的
事
象
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
状
況
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
葬
儀
の
さ
い
に
も
生
じ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は



近世日本人のプロテスタント認識―禁教時代の危険な東西交流―　踊　共二

（7（）2（（

一
六
五
〇
年
代
か
ら
出
島
の
対
岸
に
あ
る
稲
佐
の
悟
真
寺
（
浄
土
宗
）
の
墓
地
の
一
角
に
（
仏
式
で
の
）
埋
葬
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
そ
こ
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
墓
に
似
た
蒲
鉾
型
の
墓
石
も
据
え
ら
れ
た
。
十
字
の
シ
ン
ボ
ル
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
も
あ
る
。
時
代
は

下
る
が
、
一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
に
死
去
し
た
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
墓
の
表
に
は

砂
時
計
の
左
右
に
翼
の
あ
る
図
案
と
羊
と
十
字
を
描
い
た
図
案
が
あ
る
。
翼
の
あ
る
砂
時
計
の
四
方
に
は
「
休
み
な
く
時
は
過
ぎ
去
る
」

（SIN
E M

O
RA

 V
O

LA
T

 H
O

RA

）
の
文
字
が
刻
ん
で
あ
る
。
羊
と
十
字
は
「
神
の
子
羊
」（
ア
グ
ヌ
ス
・
デ
イ
）
と
十
字
架
の
古
典

的
な
意
匠
を
思
わ
せ
る
。
周
知
の
よ
う
に
「
神
の
子
羊
」
は
人
間
の
罪
の
贖
い
の
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
と
し
て
捧
げ
た
キ
リ
ス
ト
の
象

徴
で
あ
る
。
禁
教
時
代
に
こ
う
し
た
彫
刻
が
許
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
の
役
人
が
監
視
す
る
葬
儀
が

終
わ
っ
て
か
ら
据
え
つ
け
ら
れ
た
と
か
、
役
人
が
見
逃
し
た
と
い
っ
た
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
同
行
し
て
い
た
親
族
（
兄
）
が
商
館

長
の
「
紋
章
」
と
し
て
認
め
さ
せ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
の
十
字
が
縦
長
の
ラ
テ
ン
十
字
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ア
的
な
正

十
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
は
ル
タ
ー
派
で
あ
り
、彼
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
並
ん
で
「
神

の
子
羊
」
を
好
ん
だ
と
い
う（

11
（

。
一
方
、
出
島
に
住
ん
だ
経
験
の
あ
る
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
稲
佐
の
墓
は
「
寂
莫
た
る
荒
地
」
に
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
人
は
そ
こ
に
「
番
人
を
置
き
、
絶
対
に
墓
標
が
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
番
人
自
身
す
ら
わ
れ
わ
れ
の
墓
所
を
、
直

ぐ
に
は
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
」
と
さ
れ
る（

11
（

。
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
役
人
の
い
な
い
時
間
に
墓
石
を
置
き
、
そ
れ
を

隠
す
た
め
に
草
木
の
手
入
れ
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
彼

ら
は
役
人
だ
け
で
な
く
墓
荒
ら
し
も
警
戒
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
葬
儀
と
墓
の
こ
と
は
蘭
学
者
に
は
伝
わ
っ

て
お
り
、
森
島
中
良
が
一
七
八
七
（
天
明
七
）
年
に
書
い
た
『
紅
毛
雑
話
』
に
お
い
て
「
紅
毛
人
葬
式
」
の
例
と
し
て
大
槻
玄
沢
に
聞

い
た
話
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
墓
標
の
砂
時
計
に
つ
い
て
は
「
機か

ら

関く
り

の
砂
の
落
チ
切
リ
た
る
を
も
て
呼
吸
の
絶
し
た
る
に
た
と
へ
」

と
い
っ
た
説
明
が
あ
る
が
、
羊
と
十
字
に
は
言
及
が
な
い（

11
（

。
じ
か
に
こ
の
墓
を
見
学
し
た
蘭
学
者
も
い
る
。
司
馬
江
漢
で
あ
る
。
江
漢
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の
『
西
遊
旅
譚
』（
一
七
九
四
年
）
に
は
く
だ
ん
の
墓
の
横
文
字
に
は

金
箔
が
入
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
砂
時
計
へ
の
言
及
も
あ
る
。

し
か
し
羊
と
十
字
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
江
漢

が
こ
の
手
稿
本
に
載
せ
た
図
絵
の
な
か
に
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
を
描

い
た
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
十
字
の
印
が
半
分
だ
け
描
か
れ
て
い

る（
11
（

。
禁
教
の
時
代
に
十
字
の
印
の
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
の
墓

を
描
い
た
の
は
江
漢
が
最
初
で
あ
ろ
う
（
図
１
）。
真
上
か
ら
十
字
を

描
け
ば
罰
せ
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お

西
洋
画
に
詳
し
か
っ
た
江
漢
は
「
彼
ノ
画
中
ニ
両
翼
ア
ル
人
物
或
ハ

異
形
ナ
ル
圖
ア
リ
皆
タ
ト
ヘ
ヲ
画
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
解
説
し
て

い
る
が
、
有
翼
の
人
物
像
な
ど
は
寓
意
で
あ
っ
て
「
カ
ツ
テ
羽
ノ
ア

ル
人
ノ
ア
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」
と
書
き
添
え
、
非
合
理
的
な
宗
教
に
距

離
を
置
く
姿
勢
を
示
し
て
い
る（

11
（

。

そ
の
後
、
江
戸
の
田
澤
春
房
と
い
う
人
物
が
一
八
〇
七
（
文
化
四
）

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
長
崎
を
旅
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
や
唐
人
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
調
べ
て
書
い
た
『
長
崎
雑
覧
』
に
は
、
デ
ュ
ル
コ
ー
プ

の
墓
標
の
羊
と
十
字
の
細
部
ま
で
写
し
と
っ
た
挿
絵
が
載
っ
て
い
る
。

SIN
E M

O
RA

 V
O

LT
A

 H
O

RA

の
文
字
も
書
き
写
さ
れ
て
い
る

（図１）司馬江漢『西遊旅譚』（京都大学附属図書館蔵）部分
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（
図
２
）。
た
だ
し
春
房
の
説
明
文
は
森
島
中
良
の
記
述
の
引
き
写
し

で
あ
り
、
羊
と
十
字
へ
の
言
及
は
な
い
。
な
お
春
房
は
キ
リ
ス
ト
教

に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
踏
み
絵
も
写
し
て
い
る
（
図
３
）。

説
明
文
に
は
、
長
崎
の
男
女
は
正
月
に
こ
う
し
た
「
外
道
佛
」（
切
支

丹
宗
の
佛
）
を
踏
ま
さ
れ
、
中
国
船
が
着
い
た
と
き
に
は
唐
人
に
も

同
じ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、「
紅
毛
人
ハ
踏
事
な
し
」
と
書
か
れ
て

い
る（

11
（

。
春
房
の
文
章
に
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
共
感
は
読
み
と
れ
な
い

が
、
研
究
心
は
冒
険
的
か
つ
危
険
な
ほ
ど
旺
盛
で
あ
り
、
結
果
的
に

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
両
方
の
信
仰
に
関
連
す
る
モ
ノ

を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
点
で
後
世
に
第
一
級
の
史
料
を
残
し
た
と

言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
宗
教
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た

と
い
う
言
説
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
、彼
ら
は
絵
踏
み
も
躊
躇
な
く
行
っ

た
と
非
難
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
地
図
製
作
者
ハ
ー

マ
ン
・
モ
ル
は
一
七
〇
一
年
に
出
版
し
た
地
理
学
の
書
物
の
な
か
で

「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
聖
母
マ
リ
ア
の
図
絵
や
像
そ
の
他
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
小
道
具
を
汚
し
た
り
、
彼
ら
自
身
の
聖
書
を
火
中
に
投
じ
た
り
し
て
自
分
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
よ
う
と

し
た
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル
の
奇
書
『
フ
ォ
ル
モ
サ
』（
一
七
〇
四
年

（図２）�田澤春房『長崎雑覧』（京都
大学附属図書館蔵）部分

（図３）�田澤春房『長崎雑覧』（京
都大学附属図書館蔵）部分
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初
版
）
に
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
長
崎
入
港
に
は
絵
踏
み
が
必
須
で
あ
り
「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
喜
ん
で
十
字
架
を
踏
み
つ
け
て
い
る
」
と
書

い
て
あ
る（

11
（

。
こ
う
し
た
記
述
が
ど
の
よ
う
な
史
実
に
基
づ
い
て
い
る
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
踏
み
絵
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
テ
ー
マ
は

文
学
の
世
界
に
も
登
場
し
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
』（
一
七
五
九
年
初
版
）
に
は
「
日
本
に
四
回
旅
し
て
四
回
踏
み
絵

を
踏
ん
で
き
た
」と
豪
語
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
船
乗
り
が
出
て
く
る
。
こ
の
船
乗
り
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ッ
ク
と
い
う
再
洗
礼
派
の「
善
人
」

が
彼
を
助
け
よ
う
と
し
て
海
に
落
ち
た
の
に
見
殺
し
に
し
た
悪
漢
と
し
て
描
か
れ
て
い
る（

11
（

。
他
方
、
ペ
リ
ー
提
督
が
日
本
遠
征
の
前
に

熟
読
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
の
『
日
本
』（
一
八
五
二
年
）
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
「
偶
像
崇

拝
の
対
象
が
、
不
敬
な
手
段
で
破
壊
さ
れ
る
の
を
む
し
ろ
喜
ん
で
い
た
節
が
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
信
仰
上
の
理
由

で
聖
画
像
破
壊
的
な
行
為
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
解
釈
し
て
い
る（

1（
（

。
た
だ
し
一
八
〇
三
年
に
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に

な
っ
た
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
は
『
日
本
回
想
録
』（
一
八
三
三
年
）
の
な
か
で
「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
日
本
で
キ
リ
ス
ト
の
像
を
踏

ん
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
根
も
葉
も
な
い
噂
に
も
と
づ
く
「
中
傷
」
で
あ
る

と
断
じ
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
前
述
の
田
澤
春
房
の『
長
崎
雑
覧
』の
記
述
と
一
致
す
る
。春
房
の
作
品
が
書
か
れ
た
の
は
ま
さ
に
ド
ゥ
ー

フ
在
任
中
で
あ
り
、
彼
の
似
顔
絵
も
載
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
房
は
ド
ゥ
ー
フ
か
商
館
関
係
者
な
い
し
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
取
材
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ド
ゥ
ー
フ
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
信
仰
を
棄
て
た
と
い
う
の
は
事
実
無
根
だ
と
強
く
主
張
す
る
な
か
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
長
崎
入
港
の
さ

い
に
持
ち
物
は
す
べ
て
検
査
さ
れ
、
宗
教
書
や
礼
拝
用
の
器
具
は
持
ち
込
め
な
い
も
の
の
、
自
分
た
ち
が
使
う
「
新
旧
約
聖
書
、
詩
篇
」

は
携
行
で
き
た
と
書
い
て
い
る
。「
私
も
こ
れ
を
数
冊
持
っ
て
お
り
、
日
本
人
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
。
日
本
人
は
こ
れ
を
決
し
て
と

が
め
な
い
だ
ろ
う
」
と
も
記
し
て
い
る（

11
（

。

近
世
日
本
の
外
国
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
す
る
為
政
者
た
ち
の
「
寛
容
」
の
実
態
に
つ
い
て
は
新
た
に
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
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ろ
う
。
当
時
の
蘭
学
者
と
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ド
ゥ
ー
フ
の
も
と
に
は
通
詞
や
学
者
や
役
人
が
密
か
に

学
び
に
来
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
ド
ゥ
ー
フ
か
ら
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
名
を
も
ら
っ
た
馬
場
佐
十
郎
（
通
詞
）
や
ボ
タ

ニ
ク
ス
と
い
う
ラ
テ
ン
名
を
与
え
ら
れ
た
桂
川
甫
賢
（
桂
川
家
六
代
目
・
医
学
者
）
も
い
る（

11
（

。
甫
賢
は
キ
リ
ス
ト
教
に
も
関
心
が
あ
り
、

一
八
四
二
（
文
政
一
三
）
年
に
「
ル
カ
八
章
二
十
二
節
」
と
い
う
朱
筆
を
伴
う
漢
詩
「
舟
中
対
鷺
」
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ガ
リ

ラ
ヤ
湖
を
小
舟
で
渡
る
と
き
に
突
風
が
吹
き
、
慌
て
る
弟
子
た
ち
を
た
し
な
め
て
風
と
波
を
止
め
た
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
迷
い
な
く
す
っ

く
と
立
つ
鷺
に
譬
え
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。
甫
賢
が
ど
の
よ
う
に
し
て
聖
書
ま
た
は
聖
書
の
内
容
を
記
し
た
書
物
を
手
に
し
た
か
は
不
明
だ

が
、
漢
訳
か
蘭
訳
の
聖
書
を
密
か
に
所
持
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
八
三
七
（
天
保
一
〇
）
年
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
を
乗
せ
た
米
国
船
モ
リ
ソ
ン
号
へ
の
砲
撃
（
一
八
三
七
年
）
を
批
判
し
た

渡
辺
崋
山
や
高
野
長
英
が
罰
せ
ら
れ
た
（
蛮
社
の
獄
）。
桂
川
甫
賢
は
二
人
と
関
係
が
深
か
っ
た
。
甫
賢
の
友
で
あ
る
小
関
三
英
は
崋

山
ら
の
入
獄
後
に
自
害
し
た
が
、
そ
れ
は
崋
山
と
と
も
に
訳
し
た
秘
密
の
小
冊
子
の
発
覚
を
覚
悟
し
て
の
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
そ
の
小

冊
子
と
は
キ
リ
ス
ト
伝
と
も
福
音
書
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
崋
山
の
後
援
者
、
三
宅
友
信
に
よ
れ
ば
、
崋
山
は
「
耶
蘇
教
は
海
外
普
通

の
宗
教
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、「
適
々
吉
利
略
伝
の
小
冊
子
を
獲
て
」
三
英
に
も
読
ま
せ
、
訳
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た（

11
（

。
当
時
の

蘭
学
は
、
甫
賢
の
場
合
も
崋
山
の
場
合
も
、
実
学
の
枠
を
超
え
て
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
分
け
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
キ
リ
ス
ト

教
は
内
容
的
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
知
識
の
供
給
元
が
オ
ラ
ン
ダ
だ
か
ら
で
あ
る
。
崋
山
と
同
時
代
を
生
き
た
宇
田

川
榕
菴
も
舎
密
（
化
学
）
分
野
だ
け
で
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
榕
菴
が
西
洋
の
暦
や
星
座
、
月
と
曜
日
の
名
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
度
量
衡
な
ど
を
一
覧
化
し
て
解
説
し
た
『
蘭
学
重
寳
記
』（
一
八
三
五
年
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
地
図
と
と
も
に
和

暦
と
西
暦
の
対
照
表
が
載
っ
て
お
り
、「
西
洋
開
闢
歴
数
」
で
は
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
は
お
よ
そ
五
七
八
三
年
に
な
る
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
れ
は
天
地
創
造
を
元
年
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
暦
の
よ
う
で
あ
る
。
月
の
名
の
説
明
を
読
む
と
、一
二
月
は「
デ
セ
ム
ブ
ル
」（
ウ
ィ
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ン
テ
ル
マ
ー
ン
ド
）
と
さ
れ
、「
第
十
二
月
の
二
十
五
日
を
ケ
ル
ス
ダ
ク8

と
称
す
」
と
の
解
説
が
見
え
る（

11
（

。「
ケ
ル
ス
」
す
な
わ
ちK

ers
（t
）
は
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
り
、「
ケ
ル
ス
ダ
ク8

」
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
意
味
す
る
。
榕
菴
が
こ
の
よ
う
な
説
明
を
記
し
た
の
は
西
洋
世

界
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
人
の
祝
日
は
い
っ
さ
い
記
さ
れ
て
い
な
い

点
で
彼
の
立
場
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
で
あ
る
。
出
島
の
「
オ
ラ
ン
ダ
冬
至
」
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
ユ
ダ
ヤ
暦
へ

の
言
及
は
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
社
会
に
根
づ
く
ユ
ダ
ヤ
文
化
を
意
識
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。
榕
菴
の
写
本
『
坤
輿
新
誌 

巻
四 

第
十
三

章 

王
國
和
蘭
』（
作
成
年
不
明
）
に
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
一
八
万
の
人
口
の
う
ち
「
ヨ
ー
デ
ン
教
を
奉
ず
る
者
」
が
一
万
人
い
る
と

記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
全
体
に
つ
い
て
は
「
教
法
ハ
別
ニ
定
め
て
行
ハ
る
ゝ
者
な
し
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
南

部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
（
独
立
後
の
ベ
ル
ギ
ー
）
を
含
む
オ
ラ
ン
ダ
連
合
王
国
時
代
（
一
八
一
五
～
一
八
三
〇
年
）
の
状
況
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
で
あ
り
、「
国
教
」
は
特
別
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る（

11
（

。
と
こ
ろ
で
、
榕
菴
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
を

か
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
一
八
三
四
年
に
特
別
の
「
宗
門
改
証
文
」
を
浅
草
の
長
安
院
（
浄
土
宗
）
の
僧
侶
に
作
成
し
て
も
ら
っ
て

公
儀
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
榕
菴
は
「
御
法
度
之
切
支
丹
耶
蘇
宗
門
」
な
ど
で
は
な
く
「
当
寺
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
」
と
記
さ

れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
証
文
の
作
成
を
求
め
ら
れ
た
背
景
に
ど
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
は

多
く
の
蘭
学
者
が
危
険
を
冒
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
接
近
し
て
い
た
。
箕
作
阮
甫
に
い
た
っ
て
は
漢
訳
聖
書
を
研
究
し
て
『
読
旧
約
聖
書
』

と
い
う
小
冊
子
を
作
っ
て
い
る（

11
（

。

蘭
学
者
の
書
き
物
に
旧
約
聖
書
的
な
図
像
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
杉
田
玄
白
ら
の
『
解
体
新
書
』（
一
七
七
四
年
）
の
扉
絵

が
そ
う
で
あ
る
（
図
４
）。
こ
の
木
版
画
は
秋
田
蘭
画
の
絵
師
、
小
田
野
直
武
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
著
で
あ
る
ド
イ

ツ
人
ク
ル
ム
ス
の
『
解
剖
図
譜
』（
一
七
三
四
年
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
）
の
扉
絵
す
な
わ
ち
裸
婦
と
執
刀
医
の
図
と
は
ま
っ
た
く
別
の

一
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
医
学
者
フ
ア
ン
・
ワ
ル
エ
ル
ダ
の
解
剖
書
の
挿
絵
か
ら
写
し
た
も
の
で
、
裸
の
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
が
向
か
い
合
っ
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て
い
る
図
で
あ
る（

（11
（

。
二
人
は
円
柱
に
囲
ま
れ
た
建
物
（
お

そ
ら
く
教
会
堂
）
の
両
側
に
立
っ
て
お
り
、
ア
ダ
ム
は
禁

断
の
果
実
を
手
に
し
て
い
る
。
最
上
部
に
は
王
冠
が
配
さ

れ
、
十
字
の
図
案
を
伴
う
宝
珠
（
オ
ー
ブ
）
の
よ
う
な
も

の
が
見
え
る
。
そ
の
下
の
紋
章
図
に
は
鐘
を
鳴
ら
す
二
匹

の
魚
が
描
か
れ
て
い
る
（
剣
を
く
わ
え
た
二
匹
の
魚
と
の

説
も
あ
る
）。
魚
は
キ
リ
ス
ト
教
ま
た
は
キ
リ
ス
ト
自
身
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
獅
子
が
お
り
、
さ
ら
に

そ
の
下
に
は
縄
で
吊
る
さ
れ
た
悲
し
げ
な
動
物
が
い
る
。

十
字
を
描
い
た
旗
の
よ
う
な
も
の
も
見
え
る
か
ら
、
こ
れ

は
「
神
の
子
羊
」
に
違
い
な
い
。
こ
の
扉
絵
は
裸
の
男
女
だ
け
を
み
れ
ば
「
人
体
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
『
解
体
新
書
』
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、

そ
の
細
部
は
キ
リ
ス
ト
教
的
寓
意
に
満
ち
て
い
る
。
な
お
フ
ア
ン
・
ワ
ル
エ
ル
ダ
の
原
図
で
は
ア
ダ
ム
の
腰
は
覆
わ
れ
て
い
な
い
が
、「
解

体
新
書
』
で
は
（
イ
チ
ジ
ク
の
葉
で
）
隠
さ
れ
て
い
る
。
直
武
（
と
玄
白
）
は
別
の
キ
リ
ス
ト
教
的
図
像
を
参
考
に
し
て
改
変
を
加
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
扉
絵
の
底
部
に
も
注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
は
髑
髏
と
蛇
が
描
か
れ
て
い
る（

（1（
（

。
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
死
を
想
え
」

（m
em

ento m
ori

）
の
図
像
で
あ
る
。
玄
白
は
『
解
体
新
書
』
が
「
邪
宗
門
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
訳
語
の
選
択

に
細
心
の
注
意
を
払
い
、「
神
の
知
恵
」（Goddelike W

ysheid

）、「
全
能
の
創
造
主
」（A

lm
atige Schepper

）、「
偉
大
な
神
」（Groote 

Godt

）
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
表
現
を
「
天
之
徳
」
な
ど
と
意
図
的
に
言
い
換
え
て
い
る
が
、
こ
の
扉
絵
に
関
し
て
は
（
役
人
に
は

理
解
で
き
な
い
と
判
断
し
て
）
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
忍
び
込
ま
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る（

（10
（

。
な
お
玄
白
の
一
族
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ

（図４）�杉田玄白『解体新書』（京都大学附
属図書館蔵）部分
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た
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
確
実
な
証
拠
は
な
い
。
玄
白
の
末
娘
の
八
百
が
鳥
取
藩
の
医
家
（
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
田
中
家
）

に
嫁
い
だ
こ
と
と
彼
女
の
洗
礼
名
が
ジ
ャ
ボ
ン
ナ
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
裏
づ
け
が
あ
る（

（10
（

。
た
だ
し
玄
白
が
「
阿
蘭
陀
流
の
外
科

を
唱
ふ
る
身（

（10
（

」
ゆ
え
に
得
て
い
た
の
は
古
い
カ
ト
リ
ッ
ク
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
で
は
な
く
新
し
い
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
の
医
学
お
よ
び

そ
の
背
景
を
な
す
精
神
文
化
で
あ
っ
た
。

最
後
に
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
活
動
し
た
京
都
の
銅
版
画
家
、松
本
保
居（
玄
々
堂
）に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

保
居
は
「
市
街
戦
闘
図
」
と
い
う
作
品
（
年
代
不
詳
）
を
残
し
て
い
る
が
、

そ
の
原
図
は
一
八
世
紀
の
シ
モ
ン
・
フ
ォ
ッ
ケ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
（
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
の
銅
版
画
家
の
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
フ
ォ
ッ
ケ

の
作
品
（
図
５
）
は
一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
が
書
い

た
オ
ラ
ン
ダ
通
史
の
挿
絵
に
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
具
体
的

に
は
再
洗
礼
派
の
な
か
の
武
闘
派
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
派
）
が
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
起
こ
し
た
騒
乱
（
一
五
三
五
年
）
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た（

（10
（

。

保
居
に
ど
の
程
度
こ
う
し
た
宗
教
的
な
騒
乱
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
っ

た
か
は
不
明
だ
が
、
彼
が
用
い
た
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
の
書
物
が
江
戸
時
代

の
日
本
で
手
に
で
き
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
宇
田
川
榕
菴

も
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
を
読
ん
で
い
た（

（10
（

。
保
居
や
榕
菴
が
こ
の
書
物
の
一
六

世
紀
前
半
部
分
を
精
読
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
歴
史
を
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
の
始
ま
り
の

（図５）�シモン・フォッケ画「失敗に終わったアムステル
ダムでの一五三五年の再洗礼派の攻撃」（出典につ
いては註 107 を参照）
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段
階
か
ら
理
解
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（

（10
（

。
こ
の
こ
と
は
確
実
と
は
言
え
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
の
手
許
に
そ
う
し
た
材
料
が

す
で
に
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
注
目
に
値
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
宗
教
改
革
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
歴
史
的
理
解
が
専
門
的
と

言
え
る
ほ
ど
深
ま
る
幕
末
明
治
の
新
時
代
は
目
と
鼻
の
先
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

禁
教
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
に
接
し
た
日
本
人
の
な
か
に
は
、
学
者
で
あ
れ
通
詞
で
あ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の

日
本
人
妻
た
ち
で
あ
れ
商
館
の
使
用
人
で
あ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
思
想
や
生
活
文
化
に
触
れ
て
共
感
な
い
し
受
容
に
至
っ
た
人
た

ち
が
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
日
本
近
世
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
大
半
は
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
カ
ト
リ
ッ
ク
史
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
世
界
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
に
等
し
い
が
、
出
島
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
た
ち
お
よ
び
彼
ら
と
交
流
し
た
日
本
人
の
行
動
と

内
面
を
知
る
こ
と
な
し
に
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
起
き
た
巨
大
な
変
化
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
開
国
後
、

西
洋
諸
国
は
居
留
地
に
お
け
る
教
会
堂
の
設
置
と
礼
拝
式
の
実
施
を
含
む
「
自
由
な
宗
教
活
動
」
を
強
く
求
め
、
日
米
修
好
通
商
条
約

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
側
は
こ
れ
を
最
終
的
に
承
認
す
る
こ
と
に
な
る（

（10
（

。
か
く
し
て
「
心
中
」
の
礼
拝
し
か
許
さ
な
い
近
世
日
本
の

宗
教
政
策
は
終
焉
を
迎
え
た
。
も
ち
ろ
ん
西
洋
諸
国
が
常
に
進
歩
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
前
近
代
の
オ
ラ
ン
ダ
で
カ
ト
リ
ッ
ク

や
再
洗
礼
派
の
信
徒
が
受
け
た
宗
教
的
規
制
を
ふ
た
た
び
想
起
し
た
い
。「
自
由
」
を
求
め
て
北
米
に
移
民
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち

の
植
民
地
で
は
他
の
宗
派
の
存
在
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
再
確
認
し
て
お
き
た
い（

（10
（

。
宗
教
的
制
限
や
迫
害
は
程
度
の
差
は
あ
れ
グ

ロ
ー
バ
ル
な
現
象
で
あ
っ
た
。
禁
じ
ら
れ
た
教
え
の
密
か
な
受
容
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
最
後
に
補
足
し
た
い
の
は
、
近

世
日
本
の
知
識
人
た
ち
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
へ
の
ま
な
ざ
し
が
西
洋
の
科
学
と
技
術
へ
の
憧
憬
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
桂
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川
家
の
蘭
学
者
の
教
え
を
受
け
て
西
洋
文
明
に
開
眼
し
た
中
村
正
直
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
洗
礼
を
受
け
、
や
が
て
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ

ム
に
移
行
し
た
こ
と
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
え
と
合
理
主
義
の
接
続
を
意
味
す
る（

（（1
（

。
そ
れ
は
多
く
の
蘭
学
者
た
ち
と
同
じ
精
神
に

も
と
づ
い
て
お
り
、
禁
教
時
代
に
彼
ら
が
敢
行
し
た
危
険
な
東
西
交
流
の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
起
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
言
え
る
。
こ
の

東
西
交
流
の
大
部
分
は
書
物
を
介
し
た
内
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
と
日
本
人
と

の
直
接
的
な
交
流
も
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
れ
持
続
的
に
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
交
流
の
な
か
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
は
ど
の

よ
う
な
宗
派
で
あ
る
か
、
基
本
的
な
認
識
と
理
解
は
早
い
段
階
か
ら
少
な
く
と
も
情
報
通
の
為
政
者
と
知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
得
ら
れ

て
い
た
と
結
論
で
き
よ
う
。

註（
１
） 

全
般
的
に
は
ヘ
ル
マ
ン
・
テ
ュ
ヒ
レ
著『
キ
リ
ス
ト
教
史
６

―
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
』上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

一
九
九
七
年
）、
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
・
プ
ロ
ス
ペ
リ
『
ト
レ
ン
ト
公
会
議

―
そ
の
歴
史
へ
の
手
引
き
』
大
西
克
典
訳
（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
七
年
）、
齋
藤

晃
編
『
宣
教
と
適
応

―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
近
世
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

（
２
） 

鵜
沼
裕
子
『
史
料
に
よ
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
聖
学
院
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）、
二
三
～
四
五
頁
を
参
照
。
こ
の
書
物
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
関
係
の
史
料
の
紹
介
は
「
明
治
」
か
ら
始
ま
る
。
た
だ
し
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
和
訳
聖
書
「
約
翰
福
音
之
伝
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
一
八
三
七
年
）
な
ど

へ
の
言
及
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
情
勢
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
書
、
二
四
、二
五
頁
。
高
橋
昌
郎
『
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
史
の
諸
相
』（
聖
学
院
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
に
は
す
ぐ
れ
た
個
別
論
文
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
を
等
閑
視
し
て
い
る
。
た
だ
し

そ
の
序
論
に
は
再
布
教
（
復
活
）
に
よ
っ
て
問
題
を
起
こ
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
た
ち
と
は
違
い
、
た
と
え
ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
フ
ル
ベ
ッ

キ
（
オ
ラ
ン
ダ
出
身
）
は
「
長
崎
奉
行
所
」
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
見
え
る
（
同
書
、
一
九
、二
〇
頁
）。
こ
の
こ
と
は
江
戸
時
代
の
為
政

者
た
ち
と
出
島
に
住
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
人
や
ド
イ
ツ
人
）
と
の
関
係
の
延
長
上
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ
が
近
世
日
本
人
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識
を
探
る
糸
口
と
な
る
。
な
お
長
崎
奉
行
所
に
仕
え
た
通
詞
（
通
訳
）
た
ち
や
佐
賀
藩
士
（
副
島
種
臣
と
大
隈
重
信
）
が
フ
ル
ベ
ッ
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キ
の
も
と
で
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
『
フ
ル
ベ
ッ
キ
伝
』
井
上
篤
夫
訳
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
二
年
）、
八
六
頁
を

参
照
。
木
村
直
樹
『〈
通
訳
〉
た
ち
の
幕
末
維
新
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
も
見
よ
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
フ
ル
ベ
ッ
キ
が

勝
ち
得
た
信
頼
は
、
彼
個
人
の
人
格
・
資
質
だ
け
で
な
く
鎖
国
時
代
の
日
本
の
為
政
者
・
知
識
人
た
ち
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
認
識
に
も
根
ざ
し
て
い
る
。

（
３
） 

筆
者
は
近
世
の
宗
教
的
対
立
の
所
産
で
あ
る
少
数
派
の
「
潜
伏
」
に
注
目
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
洗
礼
派
と
日
本
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
並
行
現
象
と

し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
に
よ
る
考
察
で
あ
る
。T

om
oji O

dori, T
he European Reform

ation and 
the Christian M

inority in Early M
odern Japan, in: M

ore than Luther. T
he R

eform
ation and the R

ise of Pluralism
 in E

urope, ed. 
by K

. A
pperloo-Boersm

a &
 H

. J. Selderhuis, Göttingen, 2019, 221-240. 

い
わ
ゆ
る
「
大
航
海
時
代
」
の
枠
組
み
で
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
（
ス
ペ

イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
（
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
）
の
海
外
進
出
と
日
本
来
航
を
巨
視
的
に
論
じ
た
概
説
と
し
て
五

野
井
隆
史
『
大
航
海
時
代
と
日
本
』（
渡
辺
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
４
） 

ロ
ヨ
ラ
『
霊
操
』
門
脇
住
吉
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）、
二
九
三
頁
。

（
５
） 

折
井
善
果
「
対
抗
宗
教
改
革
と
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
キ
リ
シ
タ
ン
版
で
つ
な
ぐ
」
豊
島
正
之
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
と
出
版
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
三
年
）、

一
六
九
～
一
七
四
頁
。Cf. Charles R. Boxer, Portuguese M

erchants and M
issionaries in Feudal Japan, 1543-1640, London 198（, 10.

（
６
） 

禁
教
政
策
の
徹
底
の
過
程
と
日
本
貿
易
を
め
ぐ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
争
い
を
概
観
し
た
書
物
と
し
て
松
尾
龍
之
介
『
絹
と
十
字
架

―
長
崎
開
港
か
ら

鎖
国
ま
で
』（
弦
書
房
、
二
〇
二
一
）
を
参
照
。
本
書
は
一
般
向
け
で
あ
る
が
、
専
門
書
を
渉
猟
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
「
鎖
国
」

の
時
代
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
学
術
研
究
の
成
果
（
定
説
）
の
全
体
像
が
わ
か
る
。

（
７
） 

鈴
木
範
久
「
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
」
堀
一
郎
編
『
日
本
の
宗
教
』（
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
）、
一
八
五
～
一
八
九
頁
。

（
８
） 

た
だ
し
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
礼
拝
や
祈
り
は
現
実
に
お
い
て
は
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
た
と
え
ば
台
湾
や
ア
ン
ボ
イ
ナ
で
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
え
を
現
地
人
に
積
極
的
に
伝
え
て
お
り
、
日
本
で
の
行
動
は
江
戸
幕
府
の
禁
教
政
策
へ
の
応
答
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
永
積
洋
子

編
『
鎖
国
を
見
直
す
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
一
九
九
頁
。

（
９
） 

五
野
井
隆
史
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
一
二
頁
。

（
10
） 

エ
リ
ザ
・
タ
シ
ロ
、
白
井
純
編
『
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国
立
図
書
館
蔵
・
日
葡
辞
書
』（
八
木
書
店
出
版
部
、
二
〇
二
〇
年
）、
六
三
七
～

六
三
九
、六
四
一
頁
。
こ
こ
で
は
リ
オ
本
を
用
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
パ
リ
本
も
同
じ
で
あ
る
。
石
塚
晴
通
解
題
『
パ
リ
本
・
日
葡
辞
書
』

（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）、
第
三
一
三
葉
裏
、
第
三
一
四
葉
表
、
第
三
一
五
葉
表
。

（
11
） 

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
土
井
忠
正
訳
註
（
三
省
堂
、
一
九
五
五
年
）、
二
六
四
頁
。
土
井
が
「
宗
派
又
は
法
門
」
と
訳
し
た
用
語
の

原
文
はseita ou religião

で
あ
る
。A

rte da Lingoa de Iapam
 com

posta pello Padre loão R
odriguez, N

angasaqui, 1（04, （7
v. 

こ
こ
で
参

照
し
た
の
は
島
正
三
編
の
復
刻
版
（
文
化
書
房
博
文
社
、一
九
六
九
年
）
で
あ
る
。『
日
葡
辞
書
』
と
『
日
本
大
文
典
』
は
基
本
的
に
セ
ク
ト
と
レ
リ
ジ
ョ
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ン
を
同
じ
意
味
で
使
っ
て
お
り
、
そ
の
前
提
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
の
複
数
性
（
多
元
性
）
に
関
す
る
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ア
ウ

ク
ス
ブ
ル
ク
宗
教
平
和
令
（
一
五
五
五
年
）
後
の
ド
イ
ツ
で
は
「
ひ
と
り
の
支
配
者
の
い
る
と
こ
ろ
、
ひ
と
つ
の
宗
教cuius regio, eius religio

」
の

原
則
が
確
立
し
、
個
々
の
領
邦
（regio

）
が
公
認
の
宗
教
（religio

）
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
か
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
ル
タ
ー
派
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
。
踊
共
二
、山
本
文
彦
「
近
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
領
邦
国
家
」
木
村
靖
二
ほ
か
編
『
ド
イ
ツ
史
研
究
入
門
』（
山
川
出
版
社
、二
〇
一
四
年
）、

七
五
頁
を
見
よ
。

（
12
） 

そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
安
岡
昭
男
「
岩
倉
使
節
と
宗
教
問
題
」
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
近
代
日
本
の
形
成
と
宗
教
問
題
』（
中
央

大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）、
二
三
五
～
二
六
七
頁
、
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜

―
宗
教
・
国
家
・
神
道
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
三
年
）
第
一
章
、
星
野
靖
二
『
近
代
日
本
の
宗
教
概
念
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
）、
第
一
章
、
第
二
章
を
参
照
。

（
1（
） 

京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
「
阿
蘭
陀
南
蛮
一
切
口
和
」（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
参
照
。
蘭
学
に
お
け
る
実
学
と
は

語
学
・
辞
書
編
纂
を
別
に
す
れ
ば
医
学
、
本
草
学
、
薬
学
、
博
物
学
、
鉱
物
学
、
動
物
学
、
地
理
学
、
地
図
学
、
測
量
学
、
天
文
学
、
暦
学
、
史
学
、
物

理
学
、
化
学
（
舎
密
）、
兵
学
、
砲
術
、
航
海
術
、
造
船
術
な
ど
で
あ
る
。
板
坂
武
雄
『
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）、

一
八
～
七
八
頁
を
参
照
。

（
14
） Johan H

endrik Sw
ildens, V

aderlandsch A
-B Boek voor de N

ederlandsche Jeugd, A
m

sterdam
, 1781, 42. 

こ
の
書
物
に
つ
い
て
は
片
桐
一

男
『
阿
蘭
陀
通
詞
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
二
一
年
）、
五
〇
～
六
四
頁
に
詳
し
い
分
析
が
あ
る
。

（
1（
） 

杉
本
つ
と
む
編
『
蛮
語
箋
』（
皓
星
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
五
、三
八
、四
七
頁
。

（
1（
） 

稲
村
三
伯
編
『
波
留
麻
和
解
』
第
二
巻
（
復
刻
版
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）［
以
下
、
復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
と
略
す
］、
五
五
〇
～
五
五
四
頁
。

こ
の
辞
書
は
後
述
す
る
長
崎
ハ
ル
マ
（
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
）
と
区
別
す
る
た
め
に
江
戸
ハ
ル
マ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江

戸
ハ
ル
マ
』
第
四
冊
（
Ｇ
）
も
参
照
。
こ
れ
は
ゆ
ま
に
書
房
の
復
刻
版
と
は
異
な
る
写
本
で
あ
り
、
訳
語
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

（
17
） 

復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
第
六
巻
、
一
四
〇
頁
。
な
おLutheraan

の
項
に
は
「
リ
ユ
イ
テ
ル
ス
國
ノ
人
」
と
い
う
訳
語
が
み
え
る
。Luther

そ
の
も

の
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
九
冊
（
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）、
第
七
冊
（
Ｌ
Ｍ
Ｎ
）。

（
18
） François H

alm
a, W

oordenboek der N
ederduitsch en Fransche T

aalen, A
m

sterdam
, 1729, （（0. 

（
19
） 

復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
第
二
巻
、
一
一
、四
四
〇
頁
、
第
六
巻
、
二
四
三
頁
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
三
冊
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）、
第

四
冊
（
Ｇ
）、
第
九
冊
（
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）。
な
お
「
教
皇
派
」
を
意
味
す
るpapist
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
で
は
「
法
徒
ノ
」
と
訳

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
早
大
図
書
館
の
写
本
で
は
「
鸚
鵡
」
と
訳
さ
れ
、papegaai

と
同
義
と
さ
れ
て
い
る
。
復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
第
六
巻
、

二
五
頁
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
九
冊
（
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）。

（
20
） 

復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
第
四
巻
、
二
七
一
頁
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
七
冊
（
Ｌ
Ｍ
Ｎ
）。
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（
21
） H

alm
a, op. cit., 414.

（
22
） 

復
刻
版
『
波
留
麻
和
解
』
第
六
巻
、
二
四
三
頁
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
九
冊
（
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）。H

alm
a, op. cit., （（（.

（
2（
） 

本
稿
で
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
た
が
、
丁
付
け
が
な
い
の
で
以
下
の
引
用
に
お
い
て
は
原
語
を
明
記
し
て
参
照
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
を
配
し
、
そ
の
下
に
和
訳
や
解
説
を
記
し
て
い
る
（
全
編
手
書
き

で
あ
る
）。

（
24
） 『
道
訳
法
児
馬
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
参
照
。

（
2（
） 

稲
村
三
伯
の
弟
子
、
藤
林
普
山
が
一
八
一
〇
（
文
化
七
）
年
に
京
都
で
江
戸
ハ
ル
マ
の
縮
約
版
『
訳
鍵
』
を
出
版
す
る
が
、
こ
の
辞
書
に
出
て
く
る

protestant
は
「
リ
ュ
イ
テ
国
ノ
法
徒
」
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。Gereform

eerd

は
「
故
ニ
復
し
た
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

藤
林
普
山
編
『
訳
鍵
』
乾
坤
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
参
照
。
桂
川
甫
周
ら
が
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
に
長
崎
ハ
ル
マ
を
改

訂
し
て
『
和
蘭
字
彙
』
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
はprotestant

は
「
リ
ュ
テ
ル
或
は
ゲ
レ
ホ
ル
メ
ー
ル
ド
の
教
に
随
て
居
る
人
」
の
ま
ま
だ
が
、

m
ennonist

は「
メ
ン
ノ
ニ
ス
テ
の
教
ヲ
受
ル
人
」と
微
修
正
さ
れ
て
い
る
。
桂
川
甫
周
ほ
か
校
訂『
和
蘭
字
彙
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）、
Ｌ
～
Ｏ
の
巻
と
Ｐ
～
Ｒ
の
巻
を
参
照
。

（
2（
） 

福
沢
諭
吉
『
新
訂
福
翁
自
伝
』
富
田
正
文
校
訂
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
）、
八
五
頁
。
勝
海
舟
や
佐
久
間
象
山
、
長
与
専
斎
な
ど
も
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ

ル
マ
を
読
み
込
ん
で
い
た
。Cf. T
orii Y

um
iko, D

utch Studies. Interpreters, Language, Geography and W
orld H

istory, in: Bridging 
the D

ivide. 400 Y
ears: T

he N
etherlands and Japan, ed. by Leonard Blussé et al., Leiden, 2000, 12（. 

（
27
） 

一
九
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
蘭
学
者
に
よ
る
洋
書
の
翻
訳
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー

ソ
ー
』（
一
七
一
九
年
初
版
）が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
孤
島
で
暮
ら
す
ク
ル
ー
ソ
ー
の
祈
り
と
信
仰
の
成
長
を
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、

一
八
五
〇
年
ご
ろ
黒
田
麹
廬
が
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
用
い
て
和
訳
し
た
『
魯
敏
孫
漂
荒
紀
事
』
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
結
び
つ
く
表
現
は
ま
っ
た
く
な
い
。

原
典
に
あ
る
「
神
」「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」「
聖
書
」「
礼
拝
」「
罪
の
悔
い
改
め
」「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
」「
ヤ
コ
ブ
」「
マ
リ
ア
」
な
ど
は
出
て
こ
な
い
の
で

あ
る
。
た
だ
し
「
神
」
を
東
洋
の
宗
教
に
通
じ
る
「
天
」
と
訳
し
、
キ
リ
ス
ト
教
色
を
消
し
た
箇
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
此
絶
域
ニ
来
リ
シ
ハ
天
ノ
我

ヲ
囚
ヘ
テ
懲
シ
ム
ル
獄
ナ
リ
ト
思
ヘ
リ
」
な
ど
（
巻
之
一
下
、
第
七
月
第
四
日
）。
な
お
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
が
最
初
に

日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
（
後
述
）
の
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
七
七
八
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
彼
自
身
は
入
港
前
に
船
上
で
死
去
し
て
い
た
。Cf. K

iyoshi M
atsuda, Robinson Crusoe in the Japanese Isles, in: Bridging the 

D
ivide, 127. 

初
期
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
と
し
て
はD

aniel D
efoe, H

et Leven En D
e W

onderbaare Gevallen V
an Robinson Crusoe, 2 vols., 

A
m

sterdam
, 1720 &

 1721

な
ど
を
参
照
。

（
28
） 

大
庭
雪
斎
『
訳
和
蘭
文
語
』（
安
政
二
～
四
年
）、
前
編
上
（
一
）、
四
一
、
四
五
、
前
編
中
（
二
）、
一
七
一
、
後
編
上
（
三
）、
二
二
、
後
編
下
（
五
）、
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一
五
六
。
引
用
文
中
の
［　
　

］
は
筆
者
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
内
容
を
文
法
書
に
記
し
た
蘭
学
者
に
つ
い
て
は
惣
郷
正
明
『
洋
学
の

系
譜

―
江
戸
か
ら
明
治
へ
』（
研
究
社
出
版
、
一
九
八
四
年
）、
五
〇
～
五
二
頁
に
詳
し
い
。

（
29
） 

大
隈
重
信
『
早
稲
田
清
話
』
相
馬
由
也
編
（
冬
夏
社
、
一
九
二
二
年
）、
四
六
二
頁
。

（
（0
） 
グ
リ
フ
ィ
ス
、
前
掲
『
フ
ル
ベ
ッ
キ
伝
』、
一
〇
一
～
一
〇
六
頁
。

（
（1
） 
小
山
文
雄
『
明
治
の
異
才
福
地
桜
痴

―
忘
れ
ら
れ
た
大
記
者
』（
中
公
新
書
、一
九
八
四
年
）、一
三
頁
。
風
説
書
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
松
方
冬
子
『
オ

ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日
本
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
（2
） 「
第
四
號 
慶
安
二

丑
年
（
一
六
四
九
年
）
風
説
書
」、
岩
生
成
一
監
修
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）、
一
〇
頁
（
訳
文
）。

オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
文
は
同
書
下
巻
（
一
九
七
九
年
）、
二
八
二
頁
。

（
（（
） 「
第
五
號 

慶
安
三

寅
年
（
一
六
五
〇
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
二
頁
。

（
（4
） 「
第
五
十
五
號 

貞
享
三

寅
年
（
一
六
八
六
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
二
六
頁
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
文
は
同
書
下
巻
、
三
三
一
頁
。

（
（（
） 「
第
六
十
一
號 

元
禄
二

巳
年
（
一
六
八
九
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
四
一
、一
四
二
頁
。

（
（（
） 

同
書
下
巻
、
三
三
八
～
三
四
〇
頁
。

（
（7
） 「
第
六
十
二
號 

元
禄
三

午
年
（
一
六
九
〇
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
四
六
頁
。

（
（8
） 「
第
六
十
九
號 

元
禄
六

酉
年
（
一
六
九
三
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
六
三
頁
。
蘭
文
は
同
書
下
巻
、
三
五
四
頁
。

（
（9
） 「
第
八
十
八
號 

元
禄
一
四

巳
年
（
一
七
〇
一
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
一
六
三
頁
。
こ
の
部
分
は
蘭
文
に
は
欠
け
て
い
る
。「
第
八
十
八
號 

寶
永
四

亥 

年
（
一
七
○
七
年
）
風
説
書
」、
前
掲
書
上
巻
、
二
二
三
頁
も
参
照
。

（
40
） 「
第
百
一
號 

寶
永
五

子
年
（
一
七
〇
八
年
）
風
説
書 
其
二
」、
前
掲
書
上
巻
、
二
二
七
頁
。

（
41
） 

新
井
白
石
『
新
訂
西
洋
紀
聞
』
宮
崎
道
生
校
訂
（
平
凡
社
、二
〇
〇
四
年
）、四
三
三
～
四
三
七
頁
（
校
訂
者
解
説
）
を
見
よ
。
同
書
一
一
五
頁
の
註
（
四
二
）

も
参
照
。

（
42
） 

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
か
ら
得
た
知
識
で
あ
ろ
う
。『
西
洋
紀
聞
』
執
筆
の
過
程
で
白
石
が
書
き
残
し
た
「
外
国
之
事
調
書
」
に
は
「
世
界
宗
教
」
と
し
て
「
ヘ

イ
デ
ン
（
セ
ン
テ
イ
ラ
）」「
マ
ア
ゴ
メ
タ
ン
」「
キ
リ
シ
タ
ン
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
ヘ
イ
デ
ン
」
と
は
「
仏
ヲ
多
ク
立
ツ
ル
ヲ
云
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

現
代
的
に
表
現
す
れ
ば
多
神
教
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
前
掲
『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
四
八
、四
九
、三
〇
八
頁
。
な
お
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
は
一
七
世
紀
の
段

階
で
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
キ
リ
ス
テ
ン
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
（
マ
コ
メ
ッ
ト
）、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
（
ヨ
ウ
デ
ン
）、
そ
の
他
の
異
教
徒
（
ハ
イ
デ
ン
）

の
区
別
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
松
永
洋
子
『
ケ
ン
ペ
ル
と
シ
ー
ボ
ル
ト

―
「
鎖
国
」
日
本
を
語
っ
た
異
国
人
た
ち
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）、
一
八
～
二
三
頁
を
参
照
（
こ
こ
で
は
一
六
九
〇
年
代
に
ケ
ン
ペ
ル
と
交
流
し
て
西
洋
に
関
す
る
知
識
を
得
た
通
詞
、
今
村
源
右
衛
門
（
英

生
）
の
功
績
が
語
ら
れ
て
い
る
）。
な
お
『
波
留
麻
和
解
』
に
お
い
て
はheiden, heidendom

, heidinne

が
「
ヘ
ー
デ
子
ン
宗
旨
」「
ヘ
ー
デ
子
ン
宗



近世日本人のプロテスタント認識―禁教時代の危険な東西交流―　踊　共二

（87）242

旨
を
信
ス
ル
人
」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
書
に
はjood

（
ユ
ダ
ヤ
教
徒
）
も
立
項
さ
れ
て
お
り
、「
宗
旨
ノ
名
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。het 

joodsche synagoge 

の
項
に
は
「
同
上
ノ
寺
」
と
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
江
戸
ハ
ル
マ
』
第
五
冊
（
Ｈ
Ｉ
Ｊ
）
を
参
照
。

（
4（
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
八
三
～
九
一
頁
。

（
44
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
九
二
、九
三
頁
。

（
4（
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
三
九
、四
〇
頁
。

（
4（
） 『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）、
八
二
五
頁
。『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
三
一
五
、三
一
六
頁
。
な
お
『
采
覧
異
言
』
の
「
ゼ
ル
マ

ア
ニ
ヤ
」（
ド
イ
ツ
）
や
「
ア
ン
ゲ
ル
ア
」（
イ
ギ
リ
ス
）
の
節
に
「
宗
教
改
革
」
に
明
示
的
に
言
及
し
た
箇
所
は
な
い
。
た
だ
し
「
ア
ン
ゲ
ル
ア
」
の
王

が
「
天
教
教
門
之
十
戒
」
を
破
っ
て
「
妾
ヲ
以
テ
妃
ト
為
」
こ
と
で
「
羅
馬
ノ
教
主
」
に
よ
っ
て
「
謝
絶
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ヘ
ン
リ
ー

八
世
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。『
新
井
白
石
全
集
』第
四
、八
二
五
頁
。
な
お「
宗
教
改
革
」と
い
う
用
語
は
明
治
時
代
に
な
っ

て
か
らReform

ation
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
白
石
の
時
代
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。

（
47
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
七
八
頁
。

（
48
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
二
三
四
頁
。

（
49
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
九
四
～
九
八
頁
。

（
（0
） 

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本
人
の
多
く
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
を
仏
僧
と
誤
解
し
た
背
景
に
も
儀
礼
と
教
義
の
類
似
性
の
認
識
が
あ
り
、
そ
れ
は
イ
エ
ズ

ス
会
が
仏
教
用
語
を
極
力
避
け
て
原
語
主
義
を
採
用
し
、
過
度
な
「
適
応
主
義
」
を
修
正
し
て
か
ら
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
岡
美
穂
子
「
ア
ジ
ア
の
イ

エ
ズ
ス
会
士
」
姜
尚
中
総
監
修
・
青
山
亨
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
人
物
史
（
７
）
近
世
の
帝
国
の
繁
栄
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
集
英
社
、
二
〇
二
二
年
）、
二
七
七

～
二
八
一
頁
を
参
照
。
そ
の
実
例
は
た
と
え
ば
大
阪
府
茨
木
市
の
東
家
で
発
見
さ
れ
た「
切
支
丹
抄
物
」（
年
代
不
詳
）に
見
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
に
は「
こ

ん
び
さ
ん
」「
ぐ
ろ
ふ
り
あ
」「
お
ら
し
よ
」「
あ
ん
し
よ
」「
ゑ
ぴ
す
と
ら
」「
け
れ
い
ど
」「
ゑ
わ
ん
ぜ
り
よ
」「
か
ら
さ
」
と
い
っ
た
原
語
の
仮
名
表
記

が
頻
出
す
る
が
、「
願
念
」「
題
目
」「
い
ん
く
わ
」（
因
果
）
と
い
っ
た
仏
教
用
語
も
出
て
く
る
。
大
塚
英
二
編
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
布
教
用
ノ
ー
ト

―
切
支
丹
抄
物
・
影
印
・
翻
刻
・
現
代
語
訳
』（
勉
誠
社
出
版
、
一
〇
五
、一
〇
七
、一
四
一
頁
。

（
（1
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
七
三
頁
。
腐
敗
し
な
い
ザ
ビ
エ
ル
の
遺
体
に
つ
い
て
は
七
二
頁
を
参
照
。

（
（2
） 

儒
教
の
天
命
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
の
摂
理
信
仰
が
共
鳴
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
宮
崎
道
生『
新
井
白
石
の
人
物
と
政
治
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
七
年
）、

三
五
頁
を
参
照
。

（
（（
） 

前
掲
『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
、八
二
五
頁
。

（
（4
） 

復
刻
版
と
し
て
山
村
才
助
『
訂
正
増
譯
采
覧
異
言
』
上
下
巻
（
青
史
社
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
。
こ
の
作
品
は
原
著
の
十
倍
の
分
量
が
あ
り
、
も
は
や
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才
助
独
自
の
著
作
と
言
え
る
が
、
構
成
は
当
然
、
白
石
の
も
の
と
同
じ
で
「
エ
ウ
ロ
パ
」
か
ら
始
ま
る
。「
イ
タ
リ
ア
」
や
「
ゼ
ル
マ
ニ
ア
」
を
論
じ
る

前
に
、
才
助
は
各
種
の
蘭
書
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
総
動
員
し
て
長
い
前
史
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
パ
ラ
デ
イ
ス
」
に
お
け
る
人
類
（
男
女
二
人
）
の

誕
生
に
始
ま
り
、「
ジ
ュ
デ
ア
」
の
「
ヨ
ウ
デ
ン
」
の
歴
史
と
彼
ら
の
離
散
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
代
史
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
古
典
古
代
の
学
問
・

技
術
の
紹
介
に
及
ぶ
。『
訂
正
増
譯
采
覧
異
言
』
上
巻
、
一
四
〇
～
一
六
六
頁
。
な
お
才
助
は
和
漢
書
・
洋
書
あ
わ
せ
て
一
二
六
点
の
「
引
用
書
目
」
を

駆
使
し
て
い
た
（
同
上
、
四
七
～
五
七
頁
）。
そ
の
視
点
は
明
ら
か
に
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
下
敷
き
に
し
た
「
西
洋
中
心
史
観
」
で
あ
る
。

「
亜
弗
利
加
」
諸
国
の
人
々
は
「
性
質
愚
昧
ニ
テ
風
俗
極
テ
賎
シ
ク
殆
ン
ド
禽
獣
」
の
よ
う
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が

進
出
す
る
ま
で
は
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
教
え
か
「
種
々
異
形
ナ
ル
鬼
神
」
を
拝
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
西
児
刺
利
翁
那
」（
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
）
の
「
土

人
」
は
み
な
裸
体
で
「
邪
魔
」
に
祈
っ
て
い
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
や
っ
て
き
て
教
化
し
、
そ
の
教
え
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
才
助
は
江
戸
時
代
の
日
本
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
邪
宗
門
観
を
棚
上
げ
に
し
て
洋
書
か
ら
得
た
世
界
観
を
受
け
売
り
し
て
い
る
（
同
上
、
下
巻
、

六
四
六
～
六
七
八
頁
）。
な
お
才
助
は
「
チ
イ
ナ
」（
支
那
）
の
文
物
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
西
洋
人
に
よ
る
通
商
と
洋
学
の
導
入
に
つ
い
て
か
な
り

の
紙
幅
を
割
き
、彼
ら
が
建
て
た
「
美
麗
な
る
寺
観
」（
教
会
堂
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
宗
教
に
つ
い
て
は
古
の
聖
人
の
教
え
以
外
に
「
鬼
神
」「
邪
魔
」「
日

月
」
を
拝
む
人
や
「
印
度
の
教
」
を
奉
じ
る
人
も
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
同
上
、
下
巻
、
一
〇
一
三
～
一
〇
三
一
頁
）。
才
助
は
一
七
二
〇
（
享
保
五
）

年
ま
で
禁
書
で
あ
っ
た
艾
儒
略
（
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ
）
の
『
職
方
外
紀
』
を
参
照
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
的
文

明
史
観
を
吸
収
し
て
い
た
。
才
助
に
と
っ
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
先
進
的
か
つ
文
明
的
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
白
石
の
西
洋
研
究
は

才
助
を
介
し
て
「
近
代
化
」
さ
れ
て
い
っ
た
。
才
助
の
人
と
な
り
と
学
問
に
つ
い
て
は
鮎
沢
信
太
郎
『
山
村
才
助
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
九
年
）
を

参
照
。
な
お
艾
儒
略
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
ず
に
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
が
世
界
中
の
人
々
を
教
化
す
る
過
程
を
描
い
て
い
る

点
で
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
典
型
例
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
人
格
神
（
天
主
）
の
命
令
を
儒
家
の
「
天
命
」
と
結
び
つ
け
て
信
徒
を
獲
得
し
た
点
で
は
「
適

応
主
義
」
な
い
し
東
西
思
想
の
融
合
の
実
践
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ
、
楊
廷
筠
『
大
航
海
時
代
の
地
球
見
聞
録

―
通
解
・
職

方
外
紀
』
齋
藤
正
高
訳
注
・
解
説
（
原
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
（（
） Sei Y

o K
i-Bun, or A

nnals of the W
estern O

cean, translated by the Rev. S. R. Brow
n

（Part I &
 II

）, in: Journal of the N
orth-China 

Branch of R
oyal A

siatic Society, N
ew

 Series, N
o. II

（Shanghai, 18（（

）, （（-84; Sei-Y
oö K

i-Bun

（A
nnals of the W

estern O
cean

）. A
n 

A
ccount of a T

ranslation of a Japanese M
anuscript, by Rev. S. R. Brow

n

（Part III

）, in: Journal of the N
orth-China Branch of the 

R
oyal A

siatic Society, N
ew

 Series, N
o. III

（Shanghai, 18（（

）, 40-（2. 

（
（（
） 『
新
訂
西
洋
紀
聞
』、
四
四
五
頁
（
宮
崎
道
生
に
よ
る
解
説
）
を
参
照
。

（
（7
） H

ide Ikehara Inada, T
ranslations from

 the Japanese into W
estern Languages from

 the 1（th Century to 1912, U
niversity of 

M
ichigan, 19（7, （0.
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（
（8
） 

岩
生
成
一
編
『
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
』（
雄
松
堂
、
一
九
六
六
年
）、
四
〇
～
四
二
頁
。

（
（9
） 

同
上
、
一
五
四
～
一
五
七
頁
。
ア
ダ
ム
ス
は
ユ
ダ
ヤ
系
で
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
り
、
そ
う
し
た
出
自
ゆ
え
に
打
算
的
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
を
改
宗
ユ
ダ
ヤ
人
（
コ
ン
ベ
ル
ソ
）
の
社
員
の
多
さ
に
帰
す
る
議
論
も
あ
る
。
た
だ
し

こ
う
し
た
指
摘
は
裏
づ
け
を
欠
く
場
合
が
多
い
。
小
川
秀
樹
「
ア
ダ
ム
ス
の
出
自
の
謎
を
解
く

―
按
針
は
「
青
い
目
の
サ
ム
ラ
イ
」
か
」
森
良
和
、
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
小
川
秀
樹
編
『
三
浦
按
針
の
謎
に
迫
る

―
家
康
を
支
え
た
イ
ギ
リ
ス
人
臣
下
の
実
像
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
二

年
）、
二
八
一
～
三
〇
六
頁
お
よ
び
鈴
木
一
郎
『
こ
と
ば
の
栞
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）、
一
六
二
、一
六
三
、一
九
八
～
二
〇
三
頁
を
見
よ
。

（
（0
） C. J. Purnell, T

he Log-Book of W
illiam

 A
dam

s, 1（14-19. W
ith the Journal of Edw

ard Saris, and other D
ocum

ents relating to 
Japan, Cochin China, etc., London, 191（, 1（9f. 

イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
も
フ
ア
ン
・
デ
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
行
動
に
は
眉
を
ひ
そ
め
た
と
い
う
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
は
森
良
和
『
三
浦
按
針

―
そ
の
生
涯
と
時
代
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
七
六
、一
七
七
頁
、
同
「
ア
ダ
ム
ス
と
カ
ト
リ
ッ

ク
勢
力
」
前
掲
『
三
浦
按
針
の
謎
に
迫
る
』、
五
八
、五
九
頁
を
参
照
。Cf. C. R. Boxer, T

he Christian Century in Japan 1549-1650, 
U

niversity of California Pres, 19（1, 2（（f.

（
（1
） 

永
積
洋
子
訳
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
二
三
二
、二
三
三
頁
。

（
（2
） 『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
二
輯
、
四
四
一
、四
四
六
、四
四
七
頁
。

（
（（
） 

同
上
、
五
〇
五
～
五
〇
八
頁
。

（
（4
） 

同
上
、
第
三
輯
、
二
七
九
～
二
八
一
頁
。

（
（（
） 

島
原
の
乱
の
宗
教
的
側
面
を
多
角
的
に
論
じ
た
研
究
と
し
て
神
田
千
里
『
島
原
の
乱
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
（（
） 『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
四
輯
、
四
一
～
五
二
、一
〇
八
、一
〇
九
頁
。
一
六
九
〇
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
を
務
め
た
ド
イ
ツ
人
エ
ン

ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
の
『
日
本
誌
』（
一
七
二
七
年
初
版
）
に
よ
れ
ば
、
商
館
長
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ー
ケ
バ
ッ
ケ
ル
ら
は
一
四
日
間
に
わ
た
っ
て

四
二
六
発
も
の
砲
弾
を
籠
城
中
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
向
け
て
打
ち
込
ん
だ
。
ケ
ン
ペ
ル
『
新
版
・
改
訂
増
補
日
本
誌

―
日
本
の
歴
史
と
紀
行
』
今
井
正
編

訳
、
第
五
分
冊
（
霞
ヶ
関
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
五
九
五
頁
。
な
お
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
南
欧
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
に
親
近
感
を
も
っ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
島
原
の
乱
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
戦
争
の
延
長
上
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
れ
よ
り
先
、
大
坂
の
陣
（
一
六
一
四
、一
五
年
）
も
宗
教
戦

争
の
構
図
と
重
な
っ
て
い
た
。
豊
臣
秀
頼
に
キ
リ
シ
タ
ン
武
将
が
従
い
、
数
名
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
も
大
坂
城
に
籠
る
な
か
、
家
康
は
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
英
蘭
両
国
か
ら
大
砲
を
購
入
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
砲
手
を
使
っ
て
攻
撃
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
森
良
和
、
前
掲
「
ア
ダ
ム
ス
と
カ
ト
リ
ッ
ク

勢
力
」、
七
六
頁
。
こ
の
対
立
の
構
図
に
つ
い
て
は
す
で
に
ケ
ン
ペ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
。
ケ
ン
ペ
ル
、
前
掲
書
、
五
七
八
頁
。

（
（7
） 『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
四
輯
、
二
七
四
～
二
七
六
頁
。

（
（8
） 

同
上
、
三
五
七
、三
五
八
頁
。
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（
（9
） 

同
上
、
四
二
八
～
四
三
三
頁
。
商
館
が
出
島
に
移
さ
れ
て
か
ら
の
記
録
（
一
六
四
一
年
の
商
館
長
の
日
記
）
に
は
、
平
戸
の
商
館
倉
庫
の
取
壊
し
命
令
の

理
由
は
そ
れ
ら
の
倉
庫
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
洋
式
の
堅
固
な
石
造
建
築
で
あ
っ
た
こ
と
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
日
曜
を
祝
日
と
し
、「
説
教
、
祈
祷
、
唱
歌
」

を
も
っ
て
礼
拝
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
の
記
録
に
は
カ
ロ
ン
が
「
慢
心
」
し
て
豪
勢
な
建
築
物
を
造
り
、
日
曜
礼
拝

を
「
日
本
人
大
工
日
雇
な
ど
に
も
一
緒
に
祝
わ
せ
、
仕
事
は
せ
ん
で
も
賃
金
全
額
を
拂
っ
て
い
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
記
し
た
の
は
か
つ
て
カ
ロ

ン
に
仕
え
た
商
館
長
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
だ
が
、
カ
ロ
ン
に
不
満
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
カ
ロ
ン
は
す
で
に
離
任
し
て
バ
タ
ヴ
ィ

ア
に
移
っ
て
い
た
。
村
上
直
次
郎
訳
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
）、
一
一
五
、一
一
六
、一
二
七
、一
五
一
頁
。

（
70
） 

た
と
え
ば
永
積
洋
子
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記

―
近
世
外
交
の
確
立
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
）、
二
七
八
～
二
八
一
頁
、
ク
レ
イ
ン
ス
・

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
『
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
見
た
日
本
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
三
九
～
四
三
頁
を
参
照
。

（
71
） 

全
般
的
に
はBenjam

in K
aplan, D

ivided by Faith. R
eligious Conflict and the Practice of T

oleration in E
arly M

odern E
urope, 

H
arvard U

niversity Press, 2007, Chapter 7

を
参
照
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
有
名
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
屋
根
裏
教
会
へ
の
言
及
も
あ
る
）。
カ
ト
リ
ッ

ク
が
根
強
く
残
存
し
た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
てGenji Y

asuhira, T
ransform

ing the U
rban Space: Catholic Survival 

T
hrough Spatial Practices in Post-Reform

ation U
trecht, in: Past &

 Present, vol. 2（（

（2022

）, （9-8（

を
見
よ
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
再
洗

礼
派
（
メ
ノ
ナ
イ
ト
）
の
典
型
的
な
隠
し
教
会
で
あ
る
シ
ン
ゲ
ル
教
会
の
外
観
と
内
部
空
間
を
知
る
に
はRegnerus Steensm

a, Protestantse 
K

erken. H
un Pracht en K

racht, Gorredijk, 201（, （0-（4

を
参
照
。

（
72
） 『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
四
輯
、
四
三
〇
頁
。

（
7（
） 

フ
ラ
ン
ソ
ア
・
カ
ロ
ン
『
日
本
大
王
国
志
』
寺
田
成
友
訳
（
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
）、
一
五
五
～
一
六
〇
、二
五
～
二
九
（
訳
者
解
説
）、
六
七
、六
八
頁

（
付
録
）。

（
74
） 『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
、
五
一
、三
二
一
、三
二
二
、三
二
六
、三
二
七
頁
。

（
7（
） 

同
上
、
二
九
〇
、二
九
一
頁
。

（
7（
） 

ケ
ン
ペ
ル
は
第
二
回
目
の
江
戸
参
府
（
一
六
九
二
年
）
の
さ
い
に
老
中
か
ら
「
オ
ラ
ン
ダ
人
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
礼
拝
す
る
よ
う
な
聖
像
は
な
い
の

か
」
と
問
わ
れ
、
端
的
に
「
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
参
府
は
ケ
ン
ペ
ル
が
「
立
て
」「
廻
れ
右
」「
踊
れ
」「
歌
え
」
と
命
じ
ら
れ
た
り
接
吻
の
仕

草
を
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て
哄
笑
や
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、将
軍
や
老
中
は
宗
教
に
関
す
る
真
面
目
な
情
報
収
集
も
行
っ
て
い
た
。

前
掲
『
新
版
・
改
訂
増
補
日
本
誌
』
第
六
分
冊
、
一
〇
四
二
頁
。

（
77
） 『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
、
八
二
、八
三
、一
九
〇
、三
五
五
、三
五
六
頁
。

（
78
） 

こ
の
種
の
禁
止
令
は
し
ば
し
ば
（
商
館
長
の
交
替
の
機
会
に
）
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
六
四
五
年
九
月
に
は
「
オ
ラ
ン
ダ
人
は
日
曜
を
祝
い
、
そ
の
他

キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
を
公
然
と
行
わ
ぬ
こ
と
。
こ
の
事
を
使
用
人
に
も
徹
底
さ
せ
る
こ
と
」
が
新
商
館
長
で
あ
る
レ
イ
ニ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
ツ
ム
に
告
げ
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ら
れ
た
。『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
二
輯
、
五
五
頁
。

（
79
） 『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
、
一
七
九
～
一
八
二
頁
。

（
80
） 

安
高
啓
明
『
長
崎
出
島
事
典
』（
柊
風
舎
、
二
〇
一
九
年
）、
一
四
七
、一
四
八
頁
を
参
照
。

（
81
） 

平
岡
隆
二
「
出
島
商
館
長
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
墓
碑
に
つ
い
て
」『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
総
覧

― 

南
島
原
市
世
界
遺
産
地
域
調
査
報
告
書
』（
島
原
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）、
五
八
五
～
五
八
九
頁
を
参
照
。

（
82
） T

itia van der Eb-Brongersm
a, T

he Burial of H
endrik G

odfried D
uurkoop at G

oshinji

（2012

）を
参
照
。
こ
れ
はN

ederlands Genootschap 
voor Japanse Studië

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
論
文
で
あ
る
。http://w

w
w

.ngjs.nl/ 

（
8（
） 

ケ
ン
ペ
ル
、
前
掲
『
新
版
改
訂
増
補
日
本
誌
』
第
五
分
冊
、
六
一
七
頁
。
た
だ
し
葬
儀
自
体
は
か
な
り
の
大
人
数
で
行
わ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
「
宗
教

色
」
を
伴
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ケ
ン
ペ
ル
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
一
六
九
一
年
一
一
月
二
三
日
に
「
仲
間
の
デ
ィ
ッ
ク
氏
が
死
亡
し
た
。
遺
体
は

二
四
日
正
午
、対
岸
の
稲
佐
山
に
埋
葬
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
大
型
の
渡
し
船
三
隻
、小
型
の
渡
し
船
二
隻
に
分
乗
し
て
、お
棺
に
同
行
し
た
」。
ケ
ン
ペ
ル
、

前
掲
『
新
版
改
訂
増
補
日
本
誌
』
第
六
分
冊
、
一
〇
〇
二
頁
。

（
84
） 

森
島
中
良
『
紅
毛
雑
話
』
菊
池
俊
彦
解
説
（
恒
和
出
版
、
復
刻
版
、
一
九
八
〇
年
）、
八
二
頁
。

（
8（
） 

司
馬
江
漢
『
西
遊
旅
譚
』
五
巻
（
一
八
〇
三
年
版
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
参
照
。
問
題
の
図
絵
は
高
林
鮎
太
編
『
西
遊
旅
譚

―
司
馬
江
漢
、
長
崎
へ
の
旅
』（
講
談
社
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
、
二
〇
二
〇
年
）、
一
五
四
、一
五
五
頁
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8（
） 

司
馬
江
漢
『
西
遊
旅
譚
』
五
巻
（
一
八
〇
三
年
版
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
参
照
。

（
87
） 

田
澤
春
房
『
長
崎
雑
覧
』（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
参
照
。
こ
の
手
稿
本
に
は
「
左
よ
り
右
に
よ
む
」「
ア
ベ
セ
」
や
一
か
ら

一
一
二
ま
で
と
二
〇
〇
か
ら
三
〇
〇
万
ま
で
の
「
阿
蘭
陀
数
の
文
字
」
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
発
音
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
春
房
は
蘭
学
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
88
） H

erm
an M

oll, A
 System

 of G
eography: O

r, a N
ew

 &
 A

ccurate D
escription of the E

arth in all its E
m

pires, K
ingdom

s and States, 
Part II, London, 1701, （2. 

一
七
世
紀
半
ば
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
わ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
航
海
士
オ
ー
ロ
フ
・
ヴ
ィ
ル
マ
ン
の
航
海
記
（
一
六
六
七

年
初
版
）
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
て
以
来
」「
神
よ
り
日
本
人
の
ほ
う
を
は
る
か
に
怖
れ
」、
キ
リ
ス
ト
の
名

を
口
に
す
る
こ
と
も
食
前
食
後
や
朝
夕
に
祈
る
こ
と
も
で
き
ず
、
日
曜
礼
拝
も
礼
拝
用
の
正
装
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
金
銭
と

利
得
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
耐
え
忍
び
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
て
あ
る
。
ヴ
ィ
ル
マ
ン
（
ル
タ
ー
派
の
信
徒
）
は
明
ら
か
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
低

姿
勢
ぶ
り
に
反
発
を
お
ぼ
え
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
絵
踏
み
を
行
っ
て
い
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
村
川
堅
固
・
尾
崎
義
訳
、
岩
生
成
一

校
訂
『
セ
ー
リ
ス
日
本
渡
航
記
／
ヴ
ィ
ル
マ
ン
日
本
滞
在
記
』（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
九
六
頁
。
オ
ラ
ン
ダ
人
が
踏
み
絵
を
踏
ん
だ
可
能
性
に

つ
い
て
は
松
尾
龍
之
介
『
踏
み
絵
と
ガ
リ
バ
ー
』（
弦
書
房
、
二
〇
一
七
年
）、
第
六
章
と
第
七
章
を
参
照
。
な
お
一
六
四
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
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ン
ス
号
が
盛
岡
藩
の
山
田
浦
に
入
港
し
、
役
人
た
ち
に
捕
ら
え
ら
れ
た
さ
い
、
南
蛮
人
と
同
じ
よ
う
に
十
字
架
像
や
聖
母
子
像
を
拝
む
か
ど
う
か
試
さ
れ

た
と
き
、
オ
ラ
ン
ダ
人
自
ら
こ
れ
ら
に
唾
を
吐
き
、
壊
そ
う
し
た
こ
と
が
船
長
の
日
記
に
記
さ
れ
て
お
り
、
モ
ン
タ
ヌ
ス
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
制
度
化
さ
れ
た
信
仰
否
認
の
た
め
の
絵
踏
み
で
は
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
）
の
偶
像
破
壊
的
精
神
の
表
れ
と
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ス
ハ
ー
プ
『
南
部
漂
着
記

―
南
部
山
田
浦
漂
着
の
オ
ラ
ン
ダ
船
長
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ス
ハ
ー
プ
の
日
記
』
永
積
洋
子

訳
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）、
二
八
、二
九
頁
お
よ
び
モ
ン
タ
ヌ
ス
『
日
本
誌
』
和
田
萬
吉
訳
（
丙
午
出
版
社
、
一
九
二
五
年
）、

三
二
九
頁
を
参
照
。

（
89
） 

ジ
ョ
ー
ジ
・
サ
ル
マ
ナ
ザ
ー
ル
『
フ
ォ
ル
モ
サ

―
台
湾
と
日
本
の
地
理
歴
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
二
一
年
）、
二
三
八
～
二
四
四
頁
。
訳
者
の
解
説
に
よ

れ
ば
、
本
書
は
内
容
的
に
偽
り
だ
ら
け
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
読
ま
れ
た
と
い
う
。

（
90
） 

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
他
五
篇
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
八
六
頁
。
原
文
は «J'ai m

arché quatre fois sur le Crucifix dans quatre 
voyages au Japon» 

で
あ
る
。V

oltair, Candide ou L'O
ptim

ism
e, T

raduit de l'allem
and de M

r. le D
octeur R

alph, Genève, 17（9, （9.

（
91
） 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
『
日
本

―
一
八
五
二
年 

ペ
リ
ー
遠
征
計
画
の
基
礎
資
料
』
渡
辺
惣
樹
訳
（
草
思
社
、二
〇
一
六
年
）、六
八
、六
九
頁
。

（
92
） 

ド
ゥ
ー
フ
『
日
本
回
想
録
』
永
積
洋
子
訳
（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
三
五
～
四
二
頁
。

（
9（
） 

同
上
、
一
一
一
～
一
一
三
頁
。

（
94
） 

今
泉
源
吉
『
蘭
学
の
家
桂
川
の
人
々 
続
編
』（
篠
崎
書
林
、
一
九
六
八
年
）、
四
六
二
～
四
六
六
頁
を
参
照
。

（
9（
） 

三
宅
友
信
「
渡
辺
崋
山
先
生
略
伝
」『
崋
山
全
集
』
第
一
巻
（
崋
山
会
、
一
九
四
〇
年
）、
三
二
一
頁
。

 　
　

 

今
泉
、
前
掲
書
、
三
六
五
～
三
七
〇
、四
二
一
～
四
二
三
頁
。
吉
澤
忠
『
渡
辺
崋
山
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
六
年
）、
一
三
七
、一
三
八
頁
、
田
中

弘
之
『
蛮
社
の
獄
の
す
べ
て
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）、
一
七
三
、一
七
四
頁
も
参
照
。

（
9（
） 

宇
田
川
榕
菴
『
蘭
学
重
寳
記
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
参
照
。
こ
の
書
物
（
要
覧
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
諸
州
や
欧
州
諸
国
、

ト
ル
コ
な
ど
の
旗
の
図
案
も
並
ん
で
い
る
。「
デ
ー
子
マ
ル
カ
」（
デ
ン
マ
ー
ク
）
や
「
ウ
ト
レ
キ
ト
」（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
）
の
旗
に
見
え
る
十
字
が
気
に
な
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
禁
圧
の
対
象
に
な
り
う
る
が
、
国
旗
や
州
旗
の
解
説
と
し
て
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
長
崎
の
商
館
長
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
の

十
字
が
許
さ
れ
た
理
由
を
考
え
る
材
料
に
も
な
る
。

（
97
） 

宇
田
川
榕
菴
撰
『
坤
輿
新
誌 

巻
四
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
参
照
。

（
98
） 「
宇
田
川
榕
菴
宗
門
改
証
文
」（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）を
参
照
。
榕
菴
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
高
橋
輝
和『
シ
ー

ボ
ル
ト
と
宇
田
川
榕
菴

―
江
戸
蘭
学
交
遊
記
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
第
五
章
に
詳
し
い
。

（
99
） 

海
老
沢
有
道
『
日
本
の
聖
書

―
聖
書
和
訳
の
歴
史
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
新
訂
増
補
版
、
一
九
八
一
年
）、
九
三
～
九
五
頁
を
参
照
。

（
100
） 

阿
部
邦
子
「
小
田
野
直
武
挿
画
『
解
体
新
書
』
附
図
元
本
調
査

―
ワ
ル
エ
ル
ダ
『
解
剖
書
』」『
国
際
教
養
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構
研
究
紀
要
』
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一
一
号
（
二
〇
二
〇
年
）、
四
三
～
五
六
頁
を
参
照
。

（
101
） 

原
図
は
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
四
巻
附
序
図
』（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
参
照
。

（
102
） 

訳
語
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
同
上
、
著
者
の
「
自
序
」
を
参
照
。
玄
白
は
『
蘭
学
事
始
』
で
も
「
其
邪
教
の
事
は
知
ら
ざ
る
所
の
他
事
な
れ
バ
論
な
し
」

と
述
べ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
と
は
知
ら
な
い
か
ら
論
じ
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始
』
片
桐
一
男
全
訳
注
（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

八
八
頁
。Johann A

dam
 K

ulm
us, O

ntleedkundige tafelen, benevens de daar toe behoorende afbeeldingen en aanm
erkingen, w

aar in 
het zaam

enstel des m
enschelyken lichaam

sen het gebruik van alle des zelfs deelen afgebeeld en geleerd w
ord, A

m
sterdam

, 17（4, 
V

oorreeden van den schryver, （.

（
10（
） 

松
田
重
雄
『
池
田
藩
主
と
因
伯
の
キ
リ
シ
タ
ン
』（
鳥
取
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
会
、
一
九
七
二
年
）、
一
六
三
～
一
六
七
頁
。
玄
白
は
若
狭
小
浜
藩
の
江
戸
定

詰
藩
医
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
の
藩
主
（
京
極
高
次
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
に
は
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
も
多
か
っ
た
と
さ

れ
る
。
玄
白
の
娘
の
ひ
と
り
に
「
八
曾
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
耶
蘇
」
と
関
連
し
て
い
る
と
の
推
測
も
あ
る
。
高
橋
伸
明
『
杉

田
玄
白
探
訪
』（
梓
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
七
九
頁
を
参
照
。

（
104
） 

杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始
』、
一
〇
三
頁
。

（
10（
） 

塚
原
晃
「
騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

―
幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争
」『
神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
六
号
（
二
〇
二
一
年
）、

三
～
九
頁
を
参
照
。

（
10（
） 

池
田
哲
郎
「
江
戸
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
系
「
歴
史
」」『
福
島
大
学
学
芸
学
部
論
集
・
社
会
科
学
』
八
・
一
（
一
九
五
七
年
）、
三
九
、四
七
頁
。

（
107
） Jan W

agenaar, V
aderlandsche historie, vervattende de geschiedenissen der nu V

ereenigde N
ederlanden inzonderheid die van 

H
olland, boek 7, A

m
sterdam

, 17（2. 「
市
街
戦
図
」
の
原
画
は
こ
の
書
物
の
九
八
頁
と
九
九
頁
に
挟
ま
れ
て
い
る
。 

（
108
） 

一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
に
調
印
さ
れ
た
日
米
修
好
通
商
条
約
に
お
い
て
「
宗
教
活
動
の
自
由
」
はthe free exercise of their religion

と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
外
務
省
蔵
版
・
維
新
史
学
会
編
『
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成
』
第
三
巻
（
財
政
経
済
学
会
、
一
九
四
三
年
／
復
刻
版
、
第
一
書
房
、

一
九
七
八
年
）、
一
六
三
、一
六
四
頁
。

（
109
） 

森
孝
一
『
宗
教
か
ら
読
む
「
ア
メ
リ
カ
」』（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）、
四
三
～
四
五
頁
を
参
照
。

（
110
） 

一
八
九
〇
（
明
治
二
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の
機
関
誌
『
ゆ
に
て
り
あ
ん
』
創
刊
号
に
お
い
て
「
道
理
的
と
理
学
的
の
真
理
」
を
基

礎
と
す
る
こ
と
が
「
ゆ
に
て
り
あ
ん
根
本
の
主
義
」
と
宣
言
さ
れ
、世
界
の
諸
宗
教
は
「
同
一
の
本
源
と
同
一
の
目
的
を
有
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

鵜
沼
、
前
掲
『
史
料
に
よ
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』、
一
三
九
、一
四
〇
頁
。

※
本
稿
は
武
蔵
大
学
東
西
文
化
融
合
史
研
究
会
の
二
〇
二
二
年
度
予
算
で
行
っ
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
。




